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はじ めに

南あわじ市では、 「南あわ じ市まち ・ひと・ しごと創生総合戦略」 を策定し、人口、

経済、地域社会の課題に一体的にＲり組み、 本市の人口減少の克服 ・地方創生に與す

る先進性 ・継続性のある取組を進めていっております。

教育ｔ員会においても、平成２７年度から５か年計ｍとして「第２期南あわじ市教

育振興基本計℡」 を策定し、令和九年度は、 本計ｔＥＩに基づき「南あわじ市の教育方１十」

を定め、 「ふれあい共生の人づくり」をテーマに、人権尊重を基盤とした教育・ タこ化を

めざした甼ｔに取り絹んでまいりました。

また、豊か站ちと活力ある人材の育成を図るため、「タミ［］患あふれ ふるさと南あわじ

を大覧］にする人づく り」 をサブテーマとして、 学校教育においては、 「まｔ！ｔ代の人４４を

育てる教育」、社八教育では、 「兔力と生きがいをはぐくも教育」 を基本目標に掲１ブ、

それぞれ具体的なごでｒｔを推進してまいりました。

これらの諸半業を適啗こ執ｔにするには、各予罌が効率的に実施されているか、 有？た！］

的に行われているか鵞、ど随時点検評価していくことが必きであると考えます。 加えて、

「地方教育行政の絹織Ｒび運営に関する法律」第２６条には、 教育委員会行政事Ｒの

管１ミｌ執ｉモｉ状ｊＲについて自己点検ｍ２９価をｉモｉい、その結９こ関する報告書を議会に提

出するとともに、 む表することと規定されております。

こう したことから、教育１ヨ員会では、 課題やＲ絹のん｜ ぬ』性を回らかに し、 Ｍ果的な

Ｒ育ぞモに政の一回のｌｔ６まを回るとともに、 市日の皆さんへａ回責ＥＥをＥＲたすため、 「南あ

わじ市の教育方針」に基づき令和九年度に実施した主な↑罌について点検評価を行い、

その結果を報告書にまとめました。

なお、点検・ 評価実施にあたっては、評価内容の客観性を確保するため、学識戮験

者のご意見をいただいており、 今後の教育１モにＲに反映させていきたいと考えておりま

す。

また、教育ｔ員会では、よりよい南あわ じ市の教育の実砌こ向けて努力 してまいり

たいと存じますので、 皆様の一層のご理解とご支援をよろしくお願い申しあげます。

名和 ２年 ８　ＪＥ目

南　あ　わ　 じ　市　教　育　委　員　会

南あわじ市・ 洲本市小中学校組合教育委員会
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Ｉ。 次世代の人材を育てる教育

基本方針１「確かな学力」 の確立と 自之して生きる力の育成

基本方針２「豊かな心」を育成する道徳・人権教育の充実

基本方針３体育・食育活動をヨ■じた「健やかな体」の育成

基本方針４安：全 ・安心で、開かれた学校・ 回づくり の推進

Ｓ本方針５教職員としての資質と実践的指導力の ［Ｅｉ］上

基本方針６遊びをきした確かな「学び」 を培う幼児教育の推進

基本方針７安全・安心に過ごせる教育環境づくリ

２





【重点目 標】

①　 児童生徒のま態にＲ「」し、［生体的・ 対話自！］で深い学び」の視点から、指導力５ｉ！ｉの工
夫・ 改善に努め、 個に応じた多様な指導の充実を図る。

②　 Ｍ礎 ・１本の確まな定着を回りながら、 各教熟の特質に６ じた 「見力・ 考え方」 を身
に付けさ せ、 主体的に学習に取 り組む姿勢を培う。

③　 豊かな体験因ＩＵ］やほａ解決白！ｊなき習を・して、・考力 ・ギ１断力・ 表現力等の育攷・向
上を回るとともに、Ｅ語活動を充実させて「ことばの力」 を育成する。

④　 台ヨ白！］・慮の提供をふまえ、一人一人の教育白！〕ニーズに応じた特別支援教育の充実を
図る。

⑤　 教育丿呂動全体をｉ！ じた小［ｔ］一貫の組織的 ・系統的なキャリア教育の充実にＲり組も。

⑥　 グローバルりこ対自したＳ育を推ま し、 ＭＳ力の向上を図る。

⑦　 人形浄ｌｌ璃等の伝統芸能をｊＳ回 したコミュニケーショ ン能力の育攷を図る。

ｔ瓢目■ま目　 ①②⑥

事業内容一

実施状況等

成果 ・課題
ｊ、び　　Ｘ

今後の対応等ｉ

担当 課　　 学校教育課

小学校１ ３校 ・中 学校 ４校 に、 加Ｅ教員 をＥ置し 、個 にＪ芯じた指導を推進 した 。（ ２～ ４年 生の
３５ 人学級編 制、 「兵庫型教科担任 制」 少人 数授 業・ 小学校英語専 科等）

【成果】　 小学校においては、２～４年生の３５人学級編制について４校が２学級編制で調
査・ 研究 に取 り組 み、 指導の充実に より 学力 の充 実を 図る こと ができた 。ま た、 中学校へ のＦＩ
滑な接続を回るため兵庫ｔ教科担任制を推進、中 １ギャップの解消にＩＩ又 り組んできた。特
に、 英語の専科については２校で実施し、専 ｒｌ 性を生かした授業内容となった。

串学校においては 、英語や数学等で少人数授 業を行い 、基礎・ 基本の確実なｔ着 と学 力［も］
上に一定の成果を上げることができた。

【課題】　 夕人数指導や同室複数指導の有効ＭＪな方法を探るには指導内容や進度調整に
つい て効 果ＭＪに 打ち 合わ せを 行う ため 時間 が心要であっ た。 また 、学級担任の ａ担軽減 、専
ｒｌ ｒＪ指導の充実については、令和２年度より新たに「高学年専科」と拠点校式の「英語専科」
を採ｍし改善 に［ｉｌｉ］ けた ｌｌ又組を進める こととしている。

ｔ瓢目ｍｇｉ 目　 ②　　　　　　　１日 当Ｓ ；　 キ校き肖ま
・　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

事業内゛ 。　　 全国学力 ・学習状Ｓ調査結果の分析・検証に基づき、 学力向上に『お』 けて、小学校 １３校にお
ー・犬忿こ　　いて、地域人材を活ｍした放課後の学力 向上方策に１又り組んだ。 （ほか３校についてはアフＸ施ＩＳＷ　 ｉ　 ダースクール 、子 ども教室 のｌミ｜Ｊｍ）

成果 ・課題
ぶび

今後の対応等

【成 果】　 市内 １３ 小学校で実施 した 。各校と も、 ｀孔童の 実態 に台わせて実施対象学年や実

施日 数を決定 しお り組んだ 。基礎学 力定着を 目指 し、 漢字 やｔ十算等の 練習 を中 むに 行うだ
けでなく 、応ｍ的発展的な問題をｍ意し 、個 ４の到達度に応じて個別指導を行った。
また、圭体的にやり組めるような方法や場の工夫を行うな組が多くなってきた。

【課題】　 希望者が 多い場合 は、 個４ のつ まずきに 応じた個 ＳＩ」指導が難し い。 学習教材の

工夫 と充実が必要であるが 、学級担任の 負担が大 きく なっ てい る。 学習教材の準備や担任と
講師 の打ち合わせ 時間 をい かに とる か等 、学校の 実態 に合わせた運営上 の工 央が必要で
ある 。令和２年度 は、 授業中にも学習支援ができるようになったの で、 その効果を期待してい
る。

３

″基本方針１ 「確かな学力」の確１：と 自１：して生さ・る力の育成



ｙ

Ｘ一 重ぬ 目標項目
｜　　　 ．－ ，　 ・．

ｙ
６

事業 内容・

実施状況等

成果 ・課題
２１び

今後の対応等

③
ｔ

Ｘ　を包頂、　　学校教鵞ま

市内 １６小学校３９８大の６年生が一堂に会し、 ４グループに分かれて合同合唱 ・合奏を披露し
た。 また 、サクソフォーン ・カルテット による特ＳＩ」演奏を鑑賞 した。
事前 にはグループごと の合 回線 習と講師招聘 による研修会を行 い、 音楽 によ る表 ｌ！ 力の向
上と指導力の向上を図った。

【成果】　 市ぴ；ｌ を６年生が音楽を通じて学校緊交流をすることで、音楽による表現力の向
上一 言語活動 の充実が 図られる とともに 、市 としての 一体感を ［白］上 させ るこ とができ た。 また

音楽会当 日に 「ｉｉ」 けた各校 での 練習 、合 同練 習、 大学教授 によ るＭ修で指導 力［ｉｌｉ］ 上も 図って
いる。さらに基本ｒＪに同一中学校【Ｚでグループ編成することで、中 １ギャップの解消に資する
活動ともなっている。

【課題】　 小学校での学びが 中学校での合 唱に生か されるよ う、 中学校と連携を図 り、互
いの音楽会へのｉ 席や合同実技研修を進めていく必要がある。

ｙ重弧目 矯Ｊ竃圦 ス（３）
ｔ　 、． ．　　 ．．

事業内容・

実施状況等

成果 ・課題
ふび

今後の対応等

担包ま＼　学校教育課

手成２５ 年４ ＪＩ に南あわ じ市 に新設された吉備 国際大学との 交流を回 った。

近隣 の小 中学校と のイベン トや教職員ｇ修の 講師派遣 、会場提供の協力 を通 して 交流を
行った。

【成 果】　 ｔｔ！３ ｊ１ のＥ Ｊ京 ぷまｌ］ 小学校と は、 毎年交流が続 いて おり 、大 学生を蓬動台 に招 いた
り、 学園祭で和太鼓演奏を行っている。 また 、トライやる ウィークの事業所として中学生を受
入れていただいている。
その他、 教職員９修を行う際の会場提供やいじめ問題連絡協議台の委員等にも協力いただ
いて いる。

【課題】　 専門 性の 高い授業 を提供し てい ただ ける環境 にあ るの で、 今後 とも 小中 学校の
ｊｌｌｊＥａ階や学習状・ に１心じた内容の依頼を継続していきた い。 また 、教職員 のｌｉＪＩ修におい
ても 。大学と連携 し、 より 専門的なＷ究内容を学び、 日４ の教育実践に生かすことができる

よう なｉｉＪＩ修の場を継続して設定していきた い。

目回 目四 目＼ （５）
九　　　　レ
ｌ　　　　　　　　　ｉ

事業内容一

実施状況等

成果 ・課題
・び

今後の対に等

入担当課 ｜　学校教育課
・　　　　　　　 １　　 Ｑ－ －－　 ¶』

市内の中学１ 年生を中心にものづくり体験学習を実施をした。 各分野のプロ （［ミ］ から直接指
導を 受け 、も のづ くり の楽 しさ や奥深さを体験し た。

また 、わ くわ くオーケストラでは、 ほさ芸術ズイヒセンター大ホールにて本格Ｍ］な交響楽回の
演奏を鑑賞した。

【成果】　 将来 の進路を 考え る上 で、 重要 とな る時期に 、プ ロの職人 から 実際に手 ほどきを
受け、職業としてのものづくり を体験した。 また数な のイ午品 から高度の技やものづくり のプロ

セスを学び、 兵庫の伝統的な産業にも触れる ことができた。
わくわくオーケストラでは、世界の有４５な楽曲や楽器の種類、奏法、 鑑賞の仕方について学
び、 本格的な生の演奏を鑑賞するこ とで、音楽の魅力 を感じる ことができた。

【課題】　 プロ の技に触れる こと で、 高度な技術やま演奏の 迫力 を味 わう こと でき た。 この

貴重な体験で学んだこ とを 、今 後の 生活や学習活動等 全て の行動につな げて いき 、将来の
職業等を考えるきっか けにしていく ことが重まである。

４

一ｙ皿．陂Ａ 一　 ゆｉ　ｊｉ；



レｔ弧目 鶚冱目｜ （４）
ｉ　 ．　 ．　　　　　１

事業内容一

実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

担当課｜　学校教育課

市全体（ １回）と３つのブロック（各１ 回） での交流事業を実施し、他校の児童生徒との交流や
体験活動を行った。

また、淡路教育事務所の特ＭＩ」支援教育推進員を招聘し、子どもの社会白そＪ 自立や進路を見据
えた支援のあ り方について保護者と共に学ぶ機会を待った。

・　 五体験、 進路の話 （Ｅ 原Ｂ）
・　 音楽体験、進路の話（南淡 Ｂ）

・砂遊び、水遊び （緑 ・５ 淡Ｂ）

【成果】　 市特 ｙｌ ｌ』 支援学級交流遠足 には 、１ ５校 児童生徒 ５９ 人、 保護者４ ６人 、教職員 ３５
人、 合計１４０人が参加した。

ブロック交流、市全体交流とも、校外で遊んだり活動する中で、児童生徒だけでなく保護者回
士の交流ができた。

【課題】　 各児童生徒の課題 は多種１様で あり 、教 育・ 福祉 ・Ｓ。療 ・労働等 の関 係機関の

連携 は欠 かせ ない 。将 来を見据えた 一人 一人 の支援内 容一 方法 につ いて 、確実に ＳＩ き継い
でいく必要がある。

・ｊな目 ｇｌ ｇｉ 目　 （？ｔ）　　　　　　ｌ！ｉＪ ド季校Ｓ肖ま

事業内容 。　　 特別 支援教育支援 員（ 市単）を ２３ 人ｉ！置 し、 特ｊｌｌｊな支援が必要な児童生徒への指導にあ
３・ 。、 ヽ１　　　　たった。１ミＥ施状ｊＲ等　　医療的ヶアを２校で実施し、看護師を関係校へ派遣した。

成果 ・課題
ふび

今後の対応等

【成果】　 小・ 中学校に おいて障がいのある児童生徒に 対し 、食 事、 排泄 、教室の移動補
Ｍ等学校における日常生活動作の介助を行ったり 、ｊき達障がいの・童生徒に対し学習５１動
上や生活面でのサポートを行ったりした。また、 中学校２校において、 学校、家庭、 看護師と
連携し安全に医療的ケアを実施できた。

【課題】　 個ににじた支援をスムーズに５ １き継ぐため、教育支援計画・指導計画をもとに関
係機関のま携 を密 にし てい く必Ｓが ある 。ま た、 ｉｉ級指導をＳす る児童生 徒（ ８７ 人） も年 ４増
加している。

χｔ傴、目・１日 ｜（５）

事業 内容一
実施状況等

い目 当・ ｜　学校き肖ま
？・　　　　　　；

成果 ・課題
八び

今後の対Ｊ芯等

事業 所、 地域 、学校、 家庭 との 連携 を図 りな がら 、子 どもを育 てる 活動 とし て、 中学校２ 年生
を対象に２２年目 をｇえた。
各中学校区におけるそれぞれの事業所で５日 間の活動を実施した。

【成果】　 中学校における進路指導、 キャリア教育と関連づけて、事前事後指導の充実を
図り 、生徒一 人一 人が 自分たち の生き方を見つめ 、考 える きっ かけ となって いる 。ま た、 新規
の協 力事業所数の確保に努めるため担芭者や事業所の代表者を集め て、 トライやる・ ウィー
ク推進会議を開く ことができた。

【課Ｍ】　 この経験をほかして、 事後もｔ域行事やｔ域のｊｉ動に参加するなどの活動「ト
ライ やる ・ア クシ ョン 」も 全中 学校 で実施できて いる 。こ の事 業で培われた地域の教育力 をｊｉ
ｍし、新規の協力事業所を確保しながら継続していきたい。

５



ｔ・ぬ目 察回 目｜ （ぢ）
１． ．．　　　　　　Ｉ

事業内容・

実施状２等

成果・課題
ぶ！び

今後の対応等

ｔ目 当Ｓ ｙ　ネ校お肖Ｊ

小学校各校に外国語指導助手（ＡＬＴ） をＲ置し、義務教育ほ階でネイティブスピーカーの英
語に触れ 、タ１ヽ 国人 と積極ＭＪに コミュニケーショ ンを 図ろ うとする意欲 と態度をｔつ た。
また、英語が話せる日本人「外国語活動支援員」 （ＳＴ） の派遣はフ年 目となり、苞当教員、 ＡＬ
丁と協力 し、 授業の充実を図った。

幼稚園・保育所においても、ＡＬＴを派遣し、「えいご遊び」を実施し外国の文化に慣れ親しむ
活動を行った。
市の英語教育推進委員会で は、 新学習指導Ｓ領の完包。実施にむけて、 １・ ２年カリ キュラム
作り をしたり ジョ リーフォニックスのＭ修会を実施した。

【成果】　 小学校において、 担任とＡＬＴ ・ｓＴが入って行う３人体制の外［∃ｉ］語活動の授業が
定着 して きた 。担任は授業全体を計画して授 業を進め る役を担 い、 ＡＬＴは英語 の話すモデル
とし て、 ｓＴ は授 業計画への助言や授業 中の 支援者と して 、授 業が展開 できてい る。 ｓＴのＲ

置に より 、孔`童一人一人 が英 語でのや りむ りをする場面が増 え、 意欲 ＭＪ に英 語に親しみ、会

話を楽し もう とす る 孔`童が増 えた 。ま た、 苦手意識があ る 孔`童 にが して は、 ｓＴが関 わる ことで
きめ細や かな支援がｉｌ能 とな り、 意欲をＳ Ｉき ｉす こと ができる よう になって きて いる。

タト 国語活動 の早期化 、英 語科 の実施にむけ て、 担当 者だ けな くＡ ＬＴ とＳＴも授業Ｒ究等に参
加し、授業モデル案作りや教材作りに取り組んだ。特にｓＴとＡＬＴの導入部分の研究は効果
を上げている。ＳＴは、英語の指導経験の浅い教員の支えとなっている。

【課 題】　 令和 ２年 度よ り小学校 夕４ヽ国 語科 （５ ・６ 年） が実施される 。３ ・４ 年で １５ 時間 が３ ５時
囑、 ５・ ６年 は５ ０時 間か ら７ ０時 間に授業 時数が増 える 。新教科書や新教材を使っ た授 業づく
りにＡＬＴ・ ｓＴを効果的に活ＪＩ した指導方法の研究を進めていく必要がある。

ｔ瓢目標亀目　⑥ 担芭課　　学校教育課

事業 内容一
実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

外国語指導助手（ＡＬＴ） を各校にＥ置し、 義務教育段階でネイティブスピーカーの英語に触
れ、 外国 人と積極ｍこコミュニケーショ ンを 回ろうとする意欲と態度を養つ た。

【成果】　 小学校ではＡＬＴＥ置体制を見直し 、４ものうち ２も を地ニ瓦ＡＬＴ、 あと はＪ ＥＴ －Ａ
ＬＴ とし た。 国か らの 普通交付税措置で 、市 の財政負担の軽減を図 るこ とができ た。 また外国

語活動の経験が豊富で 日本語も話せ る１き元ＡＬＴ２ ４５ がいるこ とで 、教 委、 学校 、Ａ ＬＴ 、Ｓ丁と
会議等を通して、 より細やかなコミュニケーショ ンを図る ことができる よう にな り、 ＪＥＴ－ ＡＬＴ
への Ｍ修や授業サポー トも 朽－ うこ とで 、児童生徒への指導力 向上 を回 るこ とができ た。 さら
に、 各校の外 国語ほ動 の教材整備を行い 、子 ども たち が英語でふる さと 自慢ができる よう
に、 教材 「Ｃ ＯＯ Ｌ　ＡＷＡＪ Ｉ」 改訂版や動画を制 作し 、ケーブルテ レビ で放 映し た。

中学校で は、 「読むこ と」 「書 くこ と」 も含 め、 タ１音や英会話能 力が ｒ白］上 し、 さら にレベルアップ
したコミュニケーショ ンがｉｌ能になった。 また 、３去のＡＬＴと のつながりを生か し、 インター

ネッ トを使った国際交流を授業に生かす試みも一部の学校で行った。

【課題】　 ＡＬＴの 入れ替わ りがあるため 、指導力 自］ 上を 回る ため の情報交換や研修 を５ｉ
発にしていく必要がある。

また 、南 あわ じ市 としての 国際交流事業 や地域等 の学校は 夕ｔ にも積極 自そＪに 関わ り、 学校で
の英語教育の 成果 を・ 揮できる よう なむ組についても 考え てい きた い。

６
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ｉ

χｔ弧目 鳶職目　 （ブ）

事業内容・

実施状Ｓ等

成果 ・課題
ぶび

今後の対応等

レｌ目当 Ｓ　　＝ｙ校き肖ま
ｉ

南あ わじ市コ アカ リキュラムは 、「 知恵あふれ、 ふる さと南あ わじを大切にする 人づ くり 」を目

標に、

①肖ぼすべきｊｌ Ｚｔ ・能力の Ｆ！１１ ＭＥ４ヒと小中ｔ校９年『ＵＩ の・成レベルを箟
②ルーブリックＳ・のａ定
③湊Ｓ人Ｓ９・湊を題４

とした授業設計となっ てい る。 （各 学年 １０時間 な内）
今年度は実際 に全校でカリ キュラム の検証（ 小１ 、３ 、５ 、中 １） をぞｉい 、２ 小学校、 １中 学校で

実践発表を行った。

【成 果】　 カリ キュラム の検証を榎列 小・ 神代 小・ 三原 中でむ開 授業を通 して 行っ た。 また、
コアメンバー並びに選抜メンバーを中心に、 ３回のブラッシュアップ研修を実施した。その結
果、 関連教科や評価方法の 修工Ｅ、 授業 に入 る際 のｊ生意 点等 をま とめ るこ とが でき 、非 常に使
いやすいものになった。

【課Ｕ】　 コアカリキュラムは、 ９年「ＵＩの学習の積み上げだが、 令和元年度からのスタート
なの で、 毎年・童生徒の実情に 合わせて 、少 しずつカ リキュラムや評価等の ４效調整が必・
になってくる。

｛
―

丱そ；
コアカリ キュ ラム事業

７

学力 の充実を図る事業

・， ｔこ ｉｌ

ｉご・． ・・

ｆ６’４

‘Ｓ

４



【重点目 標】

①　 郷土の特色を生か した豊かな体験をｉ！ して、生命や自然に対する畏敬の心を育も。

②　 自 戮^笥、・｜｜ を高め、 自己実氛とＭ生をめざす人権愁、育を推ｔする。

③　 豊かな情縦や規範意識、自他の生命の尊ま、 他＝ａへの雹、いやり を育む贏徳教育とＷ砺、
的実践力 を焙 う。

④　 郷土の宍大の生き方等１自域の歴史を学び、 ふるさと意識の向上を図る。

⑤　 「特ＳＵ の教科道徳」 のミ急、にお って、「考え、議ＳするＷ愿」 の授業づくり をまめ
る。

：ｌ ぬ目 標ＪＩ目　 ①　　　　　　　 き！ ｉａ　　 ｔ校教育ほ

＝　 小学校５年生では、４ｊ白 ５日 の自然学校、 ３年生では３回から５回の校夕１ヽでの環境体験学習
＼　 を実施した。

瑟。　　　自然学校では、全小学校で、防災に関するプログラムを開ｊｌ 一実施している。 淡路青タ年ダｆ晉４　ｍザに活動、 南淡Ｂ　８，Ｇ海洋センターにてカヌーなどの海洋スポーツを体験した学
環境体験では近くの山やＪ ＩＩ 、池に行き、 生物の観察を行ったり ．Ｅ日植え、 稲メＩ」 りの実習をし
た。

Ｉ【成果】　 自然学校では、多様なプログラムを通して自 然を体感するとともに、集回生活の
中で協調性や社会性、 コミュニケーション能力を４につけている。 また、防災学習を全校実施
しており、体験活動を通して防災意識を高め、命のつながりを考えるきっかけとなった。

成果 ・課Ｈ　　 また 、環境体験学習で は、 各校 ＩＺ にお ける様４ な自 然環境に触れなが ら、 ｔ域住Ｒや事業
２１ び　　　　所の協力を得て、 多く の体験活動を行うことができた。ふるさとの 良さをあらためて確認する

今後の対応等　　こと ができ、 自然 に対する 畏敬の念をは じめ 、命 のつなが りや大切 さを学ぶ ことができた。
｜

ｉ【課題】　 活動実施後のアンケート等を活■し、その後の！ｌｉ！童の生活や学習にどう生かさ
れた か検 証し 、指導の 改善 に努 める こと がｊｌｌ Ｓで ある。

環境学習

８

自然学校で防災学習

ｒ”Ｗ・
Ｉ　 Ａ●

－－〃

４

Ｉグｊ

，て ．・コー‘， ｌｒ’回１

基本方針２「豊かなふ」を育成する道徳・人権教育の充実



・　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

重弧目標項目　 （ｔ）（４）　　　　リ目肖Ｓ レ享・校Ｓ肖・

事業内容・

実施状Ｓ等

成果 ・課題
及び

今後の対応等

重点 目標項目
Ｉご ｊ． －－

事業内容・

実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対に等

淡路ふるさと学習副読本「ふるさと淡路島」 、あわじ環境未来島副読本「みらい」を活Ｊｉｌ して、
ふる さと意識を育 み、 系統的な ふる さと 学習 を学校教育兔。体でな り組んだ。
小学３年生用「キッス南あわじ」では、 くにうみ神話を追加ページとして作成した。

【成果】　 攷路ふるさと学習副読本は、託`童生徒自身が、 社台科やミ科、総台Ｍ〕な学習の
時囑等で、淡路島のｔｔｔ！ＷやＥ史・ 夂化等の調べ学習等にほｍできた。 授業中のみならず家
庭学習でも活 ｇｊ でき 、日 ４の生活の中でふるさ と淡路島への関心を持つきっか けとなった。
また 、自 然学校や環境体験の前後に副読本を使っ て学習す るこ とで 、タ４］ 識と体験 が結びつ

き、 ｔ域 の良 さやすば らし さを ｀孔童生徒が体感する こと ができた。

【課題】　 自分たちのふるさとである淡路翫について学習する中で、 ふるさと意識を深め、
地域への 愛を どの よう に育んで いく かが課題であ る。 ふる さと の現状や課題 にも 目を 『白』け、
解決方法をみんなで考えようとする子どもたちの育成を目 指し、学校・ 家庭・１ｔｌ！域が積極ＭＪに
関わって いく ことが重要である。

② 担ｉ
゛Ｓ Ｃ　 ４｀ 一一 ７・．Ｓ・ヾＩ

学校教育課

日本語のｌｌ解や会話がぞ十分な外国人児童生徒への学力保障等を目的に、 学校へ外国人
｀孔童生徒支援員を派遣する体制ができている。

【成果】　 日本語指導が必Ｓな児童生徒に、夕１ヽ 国人児童生徒支援員を学校へ派遣し、日
本語指導だけでなく異文化の生活で感じるストレスを和らげるとともに、保護者に対して母語
で通訳することで、学校と家庭との連絡がスムーズにできるようになった。

【課題】　 突然来日する外国人児童生徒の受入体制や母語を話せる支援員の確保が課
題である 。ま た、 学習 支援 ・進路指導等 で個 別に対応 した 支援をいかに して いく か、 義務教育
の最終年度の進路指導等、 十分なサポートが必要である。

｀ｔ弧目標亀目＼　② ‘担肖課 学校教育課

事業内容・

実施状Ｓ等

成果 ・課題
八び

今後の対に等

教職員の 人権感覚 や人権尊重につい てＪＩ解を深 め、 人権意識の向 上を 回る 。ま た人権教育
の進め方 、実践力 を高めるための研修会を実施した。

【成果】　 市内教職員の５割の参加を得て人権学習 （「みんなの学校」） を実施した。 フＪ≡Ｈこ
はＬＬｊ 口ほ 人権啓発セン ター のＪ ＩＩ 口秦 Ｗ］ 事務局長 をｌｍえ て『 寝た子は ネッ トで起こ される！７

～教 育、 行政 、個 人かなり 組む べき こと とは ～』 というテーマで講演会を開 催し 、人権尊ｔの
意識向上 を図 るこ とができ た。 また 、市 内人権授業ほ究会を行 い、 小学校低学年 はＥ原志
加小、中学年は賀集小、高学年は京美小、中学校は南攷中で授業む回し、事後の研究協議
でも活発な討議ができた。

【課Ｍ】 新たな人権課Ｍが増加する中で、小中学校が９年間を見据え、 系統立てて人権意
識を育むな組を図っていくために、 各学年毎にＲ修内容の精選や授業改善を行っていく必要
がある。 また教職員自身の人権尊重の意識や指導力の向上を図っていくことが重きである。

９

ｊｉ ｉｅ ｌ嘔 ；。 ｇ　１１　１１ ，　 １， ；Ｅ え＿ ヨコ

ふるさと学習の促進　～ふるさと副脳本の活用～



八ｌｌぬ 目ゆ１日 ＼、 （３）
ｌ　　 ・　　　　　　　ｉ

一担当課 ｉ　 学校教育課
ミ　　　　　 ，Ｊ　　　　 ●・ ・●・・

事業内容・　　 兵庫ゆかりの人物をなり上げた「兵庫版道徳教育副読本」を小中学校で、各学年ごとに年間
実施状Ｓ等　 ＝　 指導計画 に位置づ け、 積極 白４］な活ｍ を回 つた。

成果 ・課題
及び

今後のガホ等

【成 果】　 を学校におい て、 道徳の授業だ けでなく 、学校教育全体で副読本を 活Ｊｌｌ する こと

ができた 。特 に、 中学校で は「 特別 の教科で ある 道徳 」が始ま り、 平成３０年度 、先 行して始
まった小学校とあわせてカリキュラムマネジメントにより副読本の活ＪＩの位置づけが明確に
なっ た。 日４ の授業だ けでなく 、家 庭に持ち 帰り 、家族で読み合うなど 、積極的 に活ｍす るこ
とができた。

【課 題】　 「兵庫版道徳教育副読本」 を活ｍし 、教材分析や指導方法 の工 夫等 、さ らな る効
果的な活 ＪＩ を継続して９究していく必要がある。

・ぬ 目ａｇｉ 目　 ③　　　　　　　１日当ｔ　　体育青夕年壜、

著４５なスポーツ ・文 ４ヒ 人の 講師を招 聘し 、南あわ じ市 内小 ｑコ 学校 のＲ童生徒にスポーツ 一文

４ヒの良さや楽しさ、 そして努力する大りｊ さなどを感じてもらい、目 標を大きく、 また大きな夢を
ｉ　持って生きて いく こと を肖１４ しよ り１かな生ほをｉｘつ ても らう ことを目 吻こ回・ した。
Ｘ

（１ ）派遣学校　 Ｅ。原一 広ＥＩＥＩ中学校 ２校

倭文 ・松帆・ 湊・ 辰美小学校４校

（２ ）講師　　　 マリ ンバ奏者　　 Ｅ村奈４恵
バレーボール　　 ぽｊ本隆 ａム 、佐伯美香、 斎藤真包美

事業 内、容・　　　　　　　　　　一輪車　　　　　須郷真弥
実施状Ｓ等　　　　　　　　　　俳優　　　　　　武ｍ航珊－、 栄信、芹澤興人、 吉村卓き、武 ＥＩ 翔手

ｉ　　　　　　　　　バスケットボール　伴晃生

（３）特ｊｌ ｌｊ ｔ画　 「夢１心援プロジェクト」
「仮 ｉｉ ライ ダーグリ ス」 上映イベント 並び にク リーン活動
対象　：　 市内の希望する児童、 園児を招待して開催

ｉ　　　　　　　　　　講白ｉ　：　 Ｒｍ ＭＩＦ（ｉｉｌライダーグリス ａ） 、栄 Ｓ（赤５１１ ａ）、
ｉ　　　　　　　　　　　　　　芹澤興人（青ｌｌ役）、吉村卓也（黄ｉｌ役）

成果 ・課題
Ｒび

今後の対丿芯等

【成果】　 市内 中学校の ２校と小学校の４校、 あわせて６校に対 し、 著４５なスポーツ ・タ：イヒ
人を講師 とし て派遣し た。 講演や実技を 見て感動を覚 え、 将来 の夢を描 くきっか けになる よう
期待する。
ぶ倭ズ中学校 は、 日程調整ができず、中止となった。

【課題】　 都市部に ｔヒ ベ、 著４５なスポーツ ・ヌ：４ヒ人 と交流する機会が少ない子どもたちに

とって、 将来に夢を持つこと、 諦めないむを育てる機会となっている。 一方、講師の選択や学
校と の日 程調 整、 また 限られた 予算 内で講師を選択しなければなら いな いこ とか ら、 子どもた
ちの期待する講師へのオーダーや講師との調整等に苦慮する。

１０

夢プロジ ェク ト事業
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担当課＼＼　学校教育課

鬱プロジ ェク ト事業

令和 元年度か ら、 「特別の教科 道徳 」が 中学校で も完 全実施と なり 、平 成３０年度まで実施し

てきた年 間の 指導計画 の作 成、 教材研究 、評価等 の研修に より 、各 中学校で はぞ 安や混乱
なく授業実践が行われた。
小中 学校で全 面実 施となり 、取組の 成果 と課題がさら に明 確になる こと から 、Ｓ Ｉき続き授業
の指導方法や評価等について、 年３ 回の研修会を開催した。

【成果】　　 小中学校を・実施をむかえ、授業の指導方法や評価の仕方等のｉＪＩ修を継続
することで、 授業実践を積極吻こぞｉうことができた。また、 指定の教科書を使った授業だけで
なく 、「 兵庫版道徳教育副読本 」、 防災教育 の視点か ら「 明日 に生きる 」、 人権の視点の 「ほほ
えみ（小学校）」 「きらめき（中学校） 」等、様４な教材等を活・しながら、兵庫の道徳教育を
行った。

【課題】　 評価が文章表記であることから、授業でのＲ童生徒の道徳的む情や行動の変
化をしっかりと見取る方法や分析の仕方等、 評価する教員の能力の『ａ』上が求められる。ま
た、 「考える道徳」はかなり実践されているが、 「考え、 議論する道徳」の授業づくりへのｌ又組
は弱 く。 さら に推進していく必要がある。
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【重点目 標】

①　 をＩＵ］ にＳ しむ習・Ｓや意まを養い、 イ本力・ ＳＩＳ力の向上を図る。

②　 発達ほ階をふまえた指導、 ９ｔの確保や休養の℡定などにより、豊かなスポーツライ
フを継続する資質や能力を育て る。

③　 健康で安全な生丿呂をたるためのａ礎を培う とと もに、家ａや地域と連携してま育の推
進にＲり組も。
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学校教育課

事業内容・

実施状２等

成果 ・課題
・び

今後の対に等

「かけつこマニュアル」を活ｍして、児童の走力向上を回つた。（南あわじ市小学校体育連絡
協議会）
市内１６小学校の４年生は上を一堂に集め、 南あわじ市小学校陸上競技大会を開催した。
あわじつ子スポーツ大会（小学生陸上競技大会） 島内の５年生な上が参加した。

【成果】　 ４・ ５・ ６年生の体力 （走力・跳力 ・投力・持久力） を高める指導を通して、児童の総
合白ちな体力 の『も』 上を 回る こと ができた 。各校で 「か けっ こマニュアル 」を ・ｍ した り、 ３年連続
で陸上指導の第一人者を講師に招き、実際に児童を指導する際の声のかけ方や留意する
点について指導いただき、 体育担当 の指導力 『氛上を図った。
また南あわじ市の陸上競技大会は、 児童にとって仲間とともにＪＩ又り組め、目標に向かって練
習に励み 、体 力［白］ 上の 良い機会となって いる。

【課題】　 Ｊ動に親しむ児童とそうでない児童の２極化がなお課題となっており、 圭体自４Ｊに
体をまカかして遊んだりＪ動したりする習慣作りが課ａである。そのためにもＪ動を身ｉ！１で楽
しみながら、 生活習慣の一部となりつつ、体力やＪ動能力の［白］ 上につながる取組を行ってい
くことが重まである。

陸上競技大会にもけて

１２

体育大会
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基本方針３体育・食育活動をａじた 「健やかな体」の育成



ｌぬ 目鶚烝目 ＼（２）

事業 １大ｌ容・

実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

ド目 当ａ ｌ　学校慙丿氣課
ｉ　　　 ．　　　 Ｉ●　　　 ・　　　－

「体力アップひようご」サポート事業の一環として、 市内中学校の保健体育科社員を校【Ｘの
小学校に派遣し、 年間３回は上の体育授業を行い、体力『白』 上の取組を進めた。
５淡中学校教翫を京美小学校に、南淡中学校教員を阿万小学校に、 広日中学校教祖を広
日ヨ 小学校に派遣し実施した。

【成果】　　 ｓ、美小学校では、１ ，２年生は水遊び、３ ，４年生は陸上回動（幅ａび）、５ ，６年
生は器械丿動（Ｍび箱）の授業、阿万小学校では、５年生を対象にボールＪ動（バスケット
ボール） の授業、 広日ヨ小学校では４， ５年生は体づくり運動（投運動）、 ６年生は陸上運動（短
Ｓ離走）の授業が行われた。専門白タ］ な｜大ｌ容が学齢に合わせてわかりやすく行われ、孔`童も意
欲的 にＳ り組 むこ とができ た。

【課題】　 事業が一時のイベントにならずに、 日夕の授業の実践や各学校での 日常 白４］なＪ
動習慣づくり 、そして■童の体力アップにつなげていく必Ｓがある。また、 小中ａ携をｆｉいな
がら、系統的な体育のカリキュラムづくりを検討していくことも必要である。

ｔ・ぬ目 鶚亀目　 （３）　　　　　白目当售　　ｔ校懃鵞Ｓ
！……… …… 。……。 ……………… …………………　　 １。 ，… …… ………，……。。 。。－。，。 。。 。。，。，。…… …。 ，。。… …… …… ……………

事業内容一
実施状況等

成果・課題
；ａび

今後の対応等

学校教育を体で食育を実践している。「弁芭の日 」、 「一年生保護者給食試食会」、 「親子栄’
養教 室」 、「 食育 だよ りの 発行 」等各校で特色の ある 取組を行 つた。
和食・１ｔ！！産地消・食のマナーなど学校給食を活ｍして食育に取り組むとともに、学校給食に

地場食材を活ｍし、ふるさとの味と食文化を継承して いく。

【成果】　 各教科や特呂｜」 え動等と関連づけながら学校教育包。体で食育を行っている。 農業
体験で育てたり菜で料ミをイ午ったり、 いずみ会と連携して覽場産物を活ｍした料ｌｌイ午り等に
なり組んだ。
学校給食覽場食材 ４ミ １」 ■拡大推進事 業で は、 令和 元年 度も学校給食で加 えの 食材を提供す
るこ とができ た。 フｊ ハモ のフライ 、９ ＪＩ サンちゃ んカ レー 、へ Ｒ揚 げ・ 島ぶ りの 照り タレ 、とど

れも好評であった。

【課題】　 家庭において、和食やイｉ統料ミの継承が難しくなっている。 手軽に食べ物が手
に入る生活環境の中で、■童生徒だけでなく、家庭、 ｔｔｔ！域に対しても、食に関する情報、淡路
島の 郷土料ミを紹 介、 提供 して いく ことが重要で ある。

体力アップサポーター派遣事業

１３

地場食材利用拡大推進事業
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【重点目 標】

①　 き校Ｓ価を生かし、「社台に開かれだ駒ＪＭｍ」 を・視するき校・ 園づくり を・め
る。

②　 Ｍ・ 保・ こど も園、小、中、高、大のま携を一回・めるー力で、家Ｅや地１瓏との絆を
強めて児童虐待を防止 し、 安全な環境で、安めして生活を送ることができるよう実践
を進める。

③　 子どもの力ＳＥＥＷこＭづく生ａｍ導の‾托実を回り 、い じめや不慥。校な どのほ題 に：的確
に対応する指導体制を整備し、 未然防止や９期ｇ見、 マ期対応にＲり組も。

④　 家庭 ・寛１ま ・関係機関との連携をより深め、自 らの命は自らで守る能力や人と しての
生き方・ あり 力を学ぶ防災教育を推進する。

１’　　　　　　　　　｜

凵ｌｌぬ 目鶚烝目

事業 内容一

実施状況等

成果・課題
ぶび

今後の対応等

①
｜

担当 課｜　学校教育課

幼稚 園・ 小中 学校 にお いて 、学校評価の ｌヌ 組を実施 した 。（ 自こ！評 価、 学校 関係者評価、評

価のＱ表等）

【成 果】　 各学校・ 園で 、学校内 の評価と その む表 、学校関 係者 の評価とその Ｑ表を実施
し、 評価結果を眥後の教育ほ動の改善や推進につなげるＰＤＣＡサイクルが定着した。また、
あん しんネッ ト、 学校だよ り・ メールＲ信等 で、 学校 の情報を広く 知っ ても らう取組も進んだ。

さら に、 兵庫教育大学院生 の協 力を得て 、外 部評価を実施 、客観的な評価を得る こと ができ

た。

【課題】　 学校評価や関係者評価での意見を活かし、さらにｔ域との連携・協働をヌめて
教育活動 を充 実さ せ、 推進 して いく 心要があ る。 学校 の状況やむ組 をよ り知 って いた だく ため
にも 、あんしんネ ット やＨ Ｐを効果 自そＪにｇ・ し、 積極 ｍこ情報・信 して いく 必要 があ る。

ｔ点 目標亀目　②

事業 内容・
実施状況等

成果 ・課題
ぶび

今後の対応等

担当 課　　 学校教育課

４＝１１ ギャップを解消す るた め、 各中 学校 ＩＺ で授 業体験や ｉ４校訪問な どの な組を進めてい

る。
特に 、キ ャリ ア教育の視点 にたち、 系統的なカリ キュラム やキャリ アノ ート を活 ■し て、 小中間

の連携を図った。

【成果】　 体験授業や体験入学等の交流事業により 、６年生が中学校を身近に感じること
ができる ようにな り、 中学校生活へので安の軽減に繋がってい る。 小中での９年間を ｊｌ据え
たをイ本Ｓ十画やカリキュラム、資質・ 能力の育成を共有し、 目指す児童生徒像を確認しながら、
系統的な指導が行える よう になってきた。

【課題】　 ９年間を見据えた全体計画やカリキュラム、 資質・能力の育成の計画を小中教職
員が共通ミ解し、 振りａりをしていかなければならない。 また、各中学校【Ｚごとの推進協議
会等で小 中連携を改善 ・充実させていく必要があ る。

１４

基本方針４安全・安心で、 開かれた学校 ・園づくりの推進ｌ



ｔ弧目ｇ・目　 ②④

事業内容・

実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対に等

担当課！　 学校教育課

市内包。小学校の５年生が、自然学校において、 震災・学校支援チーム （ＥＡＲＴＨ隊員）や市
役所危機管ミ課職員を招くなどして、各校で工夫した防災学習になり組んだ。

【成果】　　 ＥＡＲＴＨ隊員による避難所体験ほ動（段ボールで就寝スペースを製作し寝袋で
就寝）や災害食イ午り 、校【ｇの防災マップ作りなどの活動を通して、 防災について考え、１だ害時
には、まず自 らの命は 自らで守ることが大りＪであること、自 １！力一 八目力が重きになってくる こと、
また普段のｉａごし方も大切であることなどを学習することができた。

【課題】　 自らの命は自らで守る力を身に付ける従来の安全教育に加え、 人間としての生
き方・あり方を考える防災教育を推進していくことがｔ要である。

ｘｔ弧目 ・・ 目｜　②③

事業 内容一

実施状Ｓ等

成果 ・課題　＝
ぷび　　＼

や後のＭＪ芯等＼

犬苞当台東｜　学校教鵞唇、

「学校」営支援対策員 （警察ＯＢ、 教ＲＯＢ）」 が学校丿営の充実を回るため、 各学校や関係
機関 と連携を図り支援を行つた。

・　 を回訪問（支 援・ 懇談 ・情報交換）

・校【Ｚ パトロール
・会議への参加
・業務日 誌の作成 ・報告

【成果】　 市｜大ｌの各学校を訪問し、児童生徒・保護者への対にや関係機関との連携の在り
方について指導助言を行い、ＦＩ滑な学校丿営につなげている。本年度は、 ほべ４７０回の学校
訪問を行い、 支援を行うこ とができた。

【課題】　 各学校が抱える問題も多様化・複雑化している中 、組織的に学校支援にｌｌ又り組
むため、 各教育関係機関との連携を更に深めることが重まである。

Ｅ重瓢目標項目＼　②

事業内容・

実施４犬 況等

成果 ・課題
八び

今後の対ぷ等

犬を当、ま｜　子育てゅ めるん壜、・ 学校教鵞ま

「親子ふれあいフェスティバル」八び「造お展」の実施（幼稚園・ こども園４園の交流）

【成果】　 みんなげんきバン ドによる親子ふれあいコンサートは 、リ ズミカルな曲 に合わせ
て、 おんぶやだっこ、 ジャンケンなどの身近な遊びを取り入れたもので、大いに親子のスキン
シップをはかる場となった。子どもにとって、親と１ 対１ のふれあいは大きな喜びとなり、笑顔
と歓声がわいた。 日ほｔしい親にとっても同様、 我が子の嬉しそうな表情をｊｌながら、 親子で
じっくりと関わる貴重な時間となった等の感想がたくさん寄せられ、親子関係を深める機会に
なった。
商業施設での展示となった造お展は、保護者や地域の方４に幼児教育の一端を見ていただ
く機会となり、園児の豊かな感性に関心を抱いてもらうことができた。

【課題】　 幼稚園、 こども園との交流行事を・ねてきたことで、 園児やイｊ、護者同ｔのつなが
りができ、事業を期待する声がある。今回で親子ふれあいフェスティバル事業が最終となる
が、 親子をつなげる役割を担っている園側として、共通の体験の中で共感し合えた喜びや楽
しさが、 子ども遠の育ちを支えるものとして、保護者と協力できる内容を工夫、 展開し、 保育
現場 に１Ｘ又 り入 れていかなければなら ない。
商業施設での作品展示によ り、 幼児の造お・ 絵画表現力を一般の方にも観覧していただく機
会となっているため、 今後の継続を希望していく。

１５

幼稚園・ こども園ウィ 瓦－ ・ク活動事業
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ｔ

まぬ目鶚瘴目　②

事業内容・

実施状・等

成果 ・課題
及び

担当課ｉ　 学校教育課

各道路管ミ関係機関、 学校代表、保護者代表、警察が、通学路安包。推進会議において、安
全上 ・防き［！上で危険な箇所を、 学校毎に予備点検を行いながら精査し、 緊急性を要する箇所
の合 同点 検を行い 、整 備・ 改善を回 った。

【成果】　　 各校における通学路の予備ぬ検によ り、 登下校時の危険箇所等を洗い皀すこ
とができ、安全上・防犯上の対策を講じることができた。 また、各道路管Ｊミによって通学路の
整備や修繕が図られ、 通学路の安全性を高めることができた。

今後 ぶみぷ等　 【課Ｕ】　 安兔．整備の 予算の確保ヽ 条件 によ り整備に時間をｔする こと等が課題であ る．
安包．上 ・防き［！上 、特に緊急に施策が必Ｓな危険箇Ｆリｉを精査し、優先豫イなを決めて対Ｊ心して
いく必要がある． 関係機関とのスムーズな連携も重要である．

・ぬ目標亀目　② 担当課　　学校教育課

事業内容・
実施状況等

成果 ・課題
ぶ１び

今後の対応等

市内の小中学校と幼稚園、 さらに今年はこども園、保育所（圉 ）、 放課後子ども教室、学童保
育にも登録を拡げ、万ヽ 審者情報や緊急防ｌ「！情報をメールで一括Ｅ信するにどもあんしん
ネッ ト」 で情報を発信 した。
また 、緊急時において 、警察等のＭ係機関との連携が回れるよう体制づくりを進めた。

【成果】　 放課後子ども教室、学童保育、 こども園や保育ほ （園 ）の登録が追加され、 各学
校圉等の予定や行事等も併せて、緊急を・するぞ審者情報や緊兔、防ｍ情報をメール甃信
し、 安兔。対策の基盤となる家庭・ ｔ域との情報共有に効果を上げており、 各学校園等からの
情報提供手ほとして定着している。 また 、警察等と連携を回り 、防ｍカメラや防４［ｍ｀ （ＬＥＤ）
の設置等、地域の防き［！や安全の対策を積極的に進めた。

【課Ｍ】　 警察をはじめ関係機関やｔ域とさらに連携を回りながら、 子ども達の安包。管ミを
広く地域住民に周 タミロしていく必要がある。

・ぬ目譽項目　③

事業内容一
実施状況等

成果 ・課題
Ｒび

今後の対丿心等

担肖 課　　 学校教育課

いじめ問題対策連絡協議会に、 学識経験者、 保護者イｔ表、学校代表、 地え警察、人権・ 福祉
等Ｍ係機関を委員に委嘱し、市のいじめ防止について市内の状況や小ｑ＝１ 学校でのＲ組等、
情報交換並びに協議を行つた。
いじめ問Ｒ対ｔ委員会は、 弁護士、 精神科Ｅ、臨床むミｔ、ｓｃ、 ｓｓｗを委員に委嘱し、市
自小中学校の状況を情報族有後、ｔ大事態へのがＭについて確認を行つた。

【成果】　 小中学校のｑコには児童生徒が圭体となって、いじめ防止のほ勤を行うなど、教
師からの指導だけに偏らず、児童生徒側からも積極的にいじめと［自］ き合い、 いじめを許さな
い集回づくりを進めることができた。教師によるいじめの積極ＭＪ認宍口も定着してきた。また、
いじめ問Ｕが策ま絡協議会、いじめ問題対応委員台で、各学校の現状とな組について情報
共有ができ、 いじめを許さない学校づくりについて意見交換を行い、学校への啓発を行うこと
ができた。

【課題】　 インターネッ ト、 スマホ等でのいじめは、実態が把握しにくくなってきている。 いじ
めの芽を見逃さず、いじめの積極白４Ｊ 認タミロ をできる限り早くできるように学校と保護者 ・ｔき域・
関係機関がさらに連携を密にして、 対応・啓発していく必要がある。
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ｔ弧目謇電目 ＼　④
｜

担ｉ 課　　学校教育課

事業内容・

実施状聚等

成果 ・課題
Ｒび

今後の対応等

小中学生を対象に防災ジュニアリーダー研修や東北ボランティア活動をぞｉつた。各学校にお
いて 、それぞれ独 自の ミ組を実施し た。
また、拠点避難所部会を開催し、市職員 ・市教委 ・ＥＡＲＴＨ隊員と避難所運営の確認を行っ
た。
１　１　ＪＥＩ　に南淡中学校がメイン会場となり、 市の総合防災訓練を行った。
舞子高校と教育協定を締結し、 防災莖前授業を４校で行った。

【成果】　 防災ジュニア リーダー研イぽや小学生４もが初参加した東ｊヒボランティア活動を実
施。 災害支援を考慮し、市「大ｌ中学校の相茗＿扶ＩＵ」を目 的としたカウンターパート方式事業も含
めて進めることができた。 そして防災へのお］識や意識を高めることができた。
舞子高校による防災ｉ前授業は、孔`童にとって親しみやすく、わかりやすい授業となった。

【課題】　 防災計画 ・避難訓練の効果自そＪな活ｍを回 り、 自分で考え判ほし、自 分の命をマＦ
る行動ができ るＲ童生徒の 育成を目 指す。
学校管ミ下外や非常時に臨機応変に対応できる行動力の育成が課題である。

東北ボラ ンテ ィア活動
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【重点目 標】

①　 教職員と しての高い使命感 ・倫ミ観を保持し、豊かな人間性のＳ養に努める。

②　 Ｓ広い視点か らＩ ＣＴ を意回白！］ ・呂十自 白！】にＪＪ≡目 し、 匆、育Ｍ果の向上をめざす ととも
に、 教育の専門家としての感性豊かな実践的指導力の向上を図るなど、 絶えず研修を
深める。

③　 社会の・化にヌ１１あ した慾、音観を・い、 子どもに対するｔ・｜戔と責ＨＥ・を持ち、 むのａい
合う指導の充実を図る。

④　 初任きや若手教職員の研修を充まさせる。

⑤　 八庫ヨほ音大ツと愬、育協定を締結 し、 ミドルリ ーダーを中６とした・修体制を整える。

Ｗ　　　　　　　　　：

ｖｕ、目 ｍ・ 目｜ （ｔ）（２）（３）
ｊ〃　　 ｌ爿　 １９　 １　 １　　 １１ １　　。

事業内容・
実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

Ｍ

ｋ……………

；担 ｉ課　　学校教育課
１１　　　　　　－

．５ ．． ．－ 、．　　 ．． ．．　 、ｊ －｀４－ ｊ－ １　１

スクールチャレンジ事業開始（令和 ｉ；年度 ～）
特色 づく りや課題解決をね らい に各学校 が計画をきて 、そ のＳ組に 対し て支 援を 行っ た。

【成 果】　 実施校に おい ては 、各校でほ究テー マを設定 し、 専門 家と とも に授 業研究等を
行った。 授業研究会は市内に広く周知し、教職員のＷ修の場を広げることができた。
また 、本市の教職員研修事 業を活ｍ し、 研修を積んだ 。学校の Ｍ究テーマや新たな課題に
対丿芯す る授 業力 の［ｉｌｉ］ 上、 課題解決で各校テーマを定 め、 ２２校を ての 学校 で実施す るこ とが

できた。

【課 題】　 今後求め られる新たな学びの指導方 法や教育課題等につい て、 各校 にお いて

テーマを共有 し、 課題解決 にあたる必要があ る。

・点目痕策目　 ①②③

事業内容・
実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対ぷ等

担芭課　　学校教育課

道徳教育と人権教育Ｗ究プロジェクトをもとに、 幼保・小 中・高等学校囑の連携、族通ミ解の
もと発達段階に応 じた共通教材の選定、 系統的な授業む開 ・授業ほ究の交流に努め、 子ど
も同ｔのより豊かな人間関係や人権尊重の意識向上を図った。

小学低学年　 Ｅ原志Ｍ］小学校
小学中学年　 賀集小学校
小学高学年　 辰美小学校
中学校　　　 南淡中学校

【成果】　 小学校から中学校へと系統的に人権教育を図るよう「人権プロジェクト」を進めて
おり、小中学校授業研究会では、毎年４校の研究校が中むとなり資料開発や授業研究を行
い、 学識者に助言 をいただきな がら 内容を深めて いく こと ができた 。そ して南人 愬、が発 行する
「南人教 プロ ジェ クトだよ り」 で学びを共有 した。
また、南あわじ市人権教育一道徳教育推進委員会を開催し、「特５３１」な教科 道徳」の中での人
権教育の推進について共通ミ解を図った。

【課Ｈ】　 多様化する社会において、 なり組むべき新たな人権課題は多い。ＬＧＢＴやＳＮＳ
をＪＩ又 り巻く人権課題によるトラブルも起こっている。 人権に関する加識ミ解がぞ十分であるこ
とで 、児童生徒の 間で差別 した り差 別された りす るこ とがない よう に、 ４近 にあ る差別や新た
な人権課題をテーマに した 研修をな り入 れ、 個４ の教 員が積極 的に人権感覚を磨 き、 家庭・

地域と連携して学び続けて いく ことが必要である。
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■ぬ目農電目 ｉ　 ①②③⑤
｜

担ｉ・｜　萍校教育ま

事業 １ヌ；ｌ 容・　　 学校経営 の後継者育成を大きな ねら いと し、 ２つ の講座を設け て、 年間 １０回朽１ま のｉｌ修会を

実施１犬Ｓ等　１　開催した。

成果 ・課題
及び

今後の対応等

【成果】　 各学校における教育のむ組について意見交換を行うとともに、 教育の今日白４Ｊ課
Ｕを確認し、 解決するための方策について協議し、次代を担うリーダー育成に寄与すること
ができた 。多くの教翫が積極的 に参 加し 、ほ修する体制が定着 してきた と同 時に教員 同ｔの

横のつながり や自 覚、 責任感が見え始めた。

【課題】　 近年、管ミ職がぞ・する事態が予想されるため。 中回教員の資質をより高め、
圭幹等の ミド ルリ ーダーを 育て る必要が ある 。また管ミ職の役割や魅力 等に つい ても改めて

ミ解を求める必要がある。

Ｘ重点目標項目
ｌ　 ．・．．　　　 ４・ ．　 Ｉ　Ｉ

事業内容一
実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

①④ Ｘ担当課　　学校教育課
ｉ‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥　　　 ‥‥ り｀－－よー ’・ ・　 －．－Ｓ４

初任教員に対して、「学級経営」、 「生徒指導」 、「ふるさと学習」、 「児童生徒ＩＩ解」を柱に。を
３回のｇ修を行つた。

【成果】　 校長ＯＢである学校教育指導員による講義、 日本遺産コーディネーターによるふ
るさ と学習研修、 攷路人お座での人 お浄瑠璃鑑賞 や舞台裏体験 、また適 Ｊ芯 教室見学や市内

の不登校児童生徒の現状と 問題点やスクールカウ ンセラー によ る 孔`童 ・生徒ミ解の ほ修な
ど、 見識を広め力量を高めるとともに、 教師としての資質［白］上を図ることができた。

【課 題】　 今後 も、 ふる さと 学習 はも とよ り、 学校教育 や今 日的 な課題等 に目 を向 け取 り組
まな けれ ばな らな い事案が増え てい る。 研修 Ｉ大ｌ容 につ いて現状 等を考慮 しな がら進め ていく

必要がある。

・ぬ目ａｌＪＪｉ 目　　②　　　　　　　ｇ！当ま ・　 教育Ｓｌａ

事業内容 ．　 ｜　 を小中学校で校務支援システムのグループウェア機能を開始するとともに、 モデル校 ［松帆
実施状ｊＲ等　゜小、湊小、 Ｓまぷタ４］ 小、 京美小． 自演中） において校務支援機能の試験ＪＪＩを開始した．

成果 ・課題
ａび

今後の対応等

ｌＩ・｜ ’｜　ｒ－　｜　’

【成果】　 グループウェア機能のＪｍａび校務支援システム包。機能の試験ＪＳにより、校
務全般に おけ る情報共 有と成績処ミ等業務に おけ る効率化 を図 るこ とができ た。

【課題】　 グループウェア機能の効果ａ４Ｊな活ＪＩを習慣化するとＪｔに校務支援機能の試験
Ｊｍ 状・ を十分検証し 、よ り効 果的で効 率的な本格運ｍに繋げなければなら ない。

ｔ瓢目標亀目　⑤

事業 内容・
実施状況等

成果 ・課題
・び

今後の対応等

担当課　　学校教育課

兵庫教育大学 と協 定を結び 、学校経営の研修会を 年『Ｕ１ ５回 開催 した。

【成果】　 各学校における管ミ職や圭幹教諭、 ミドルリーダーをｑコむに、兵庫教育大学大
学院 浅野 良一 教授を招 聘し研修会を開催 した 。教 育の 今日 的課題解 決、 学校運営 やマネ
ジメント について、深く学ぶ場となった 。兵庫教育大学院生（ 管ＪＩ職 ）と浅野先生による外部

学校評価を導入した。

【課題】　 今後 、学校運営を担う 管ミ職がぞ足する事態 が予 想される ・＝１＝１で 、マ ネジ メン ト能
力育 成や 中Ｅ教覧の資 質自］上 等を 通し て、 学校経営 の見 方考 え方 を育 成す る必Ｒが ある。
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【重点目 標】

①　 幼児の１１１や自社白！］な因ＩＵｊのおびをま縦し、４Ｓを・したものの 「見力・ きえ力」を
育も。

②　 幼・ 保・ こどもＩ、小の連携Ｒび交流侶監］をａして、Ｆ！ＥＩ・な接続を１モにう。

③　 ９児の直・白！］ ・具イ本 篦］ な４本ＲｉｌＵ］ をｉ！して、 らえ台う力の育ほや自なと協回のＳきを
培う。

巾目今ヅ

事業内容・

実施状況等

成果 ・課題
ｊ、び

今後の対に等；

裃］ノヤツプヅｓ

幼・ の餮まを ｊｌ ■した創ｔあ る教 ‾帆惣社の編 成・ 実生
特Ｓ Ｉ」 な支援が必要な幼 児の 指導 （園 内委 員会 にお いての実態把握や支援方法などの探 求）

【成果】　 日夕の保育のＲ省・評価を欠かさず、幼｀孔の内面や育ちを捉えていくことで、一
人一人の良さやｉｌ能性をり｜ き出すことができた。 また、様４な遊びや体験の中で、生体的に
活動 する姿が見ら れる よう にな った 。支援が必要な幼児の 指導 につ いて は、 職員 間の 共通

ミ解を図 るた めの 園内 委員 会を 開き 、合ミ的Ｒ慮 と保護者への 合意 チほ 成を視野に入れ、適
切な支援への １１又組を進 めた 。そ して 、保護者 と合意お 成がとれるよ うな支援シー トの 作成に

ｊｌつた。

【課題】　 園の実態を踏まえた具体白４Ｊな指導計画の支援シートの作成や教師の資質［ｉｌｉ］上
を回るためＭイぽの機会を設ける心きがある。支援と評価について充実に努めていく必要が
ある。

ｔ・ぬ目 ｍＪＩ回 目｜ （２）
ｉ　　 、　　　　　　　 Ｉ　　‥

ｙ担当課　　子育てゆ めるん課 ・学校教育課
ｉ　 ．， ．　 ．， ．　　　　 ．． ・　　 ，－　 ．．　 ．． ．． ．　　 ．．

事業｜大丿容 ・　　 幼・期の教育と小学校教育の円滑な接続と体制作 り（ 年２回各校長、園長が集ま り、 交流む一
実施状況等　　 画や連携について意見交換）

成果 ・課題
八び

今後の対ぷ等

【成 果】　 幼稚 園・ こども園 ・保 育所 （園 ）・ 小学校の 交流 内容 につ いて 、お互い に意見交流
や情報交換が でき 、幼 児教育へ のミ解が得ら れた 。特 に、 幼稚園教 育要領改訂の 実施 に伴
い、 幼稚園・ こども園 ・保育所（圉）において、 幼児期の教育として「幼児期において育みたい
資質・能力」 が、 小学校につながる「基礎」となることを、研修会で学ぶことができた。
幼稚 園・ こども園 ・保育所 （圉 ）・ 小学校の連携を大切にする ため にも 、幼 Ｒと ［ｉｌｉ］き 合い 、どう
育て るか見直 し、 資質能力 の育成に努め るこ との 重要 性を 感じ た。

【課題】　 幼稚園・ こども園 ・保育所（園）と小学校の交流の場を広げるだけでなく、 お五い
に授 業参観を通し て、 どんな力 や学びがつな がっ てい るの か、 ＪＩ 解し 合う こと が必要である。
今後、幼｀箟期の教育と小学校の教育に滑らかな接続にｌｌ又 り組むためにもカリキュラムを整え
る必要がある。

２０

Ｆ祠ｌｉｉＳ¶ＵｌｌＭｊｌだｊｊｊほく］‾ｊＳこ｀ 回ｊり１り’－

ＰＤＣＡサイクルに基づく保育

基本方針６遊びを通した確かな「学び」 を培う幼児教育の推進



レｔ点目 標項目

事業内容・

実施状況等

成果 ・課題　ｌ
ａび　　 へ１

今後の対応等＼

りミ 丶，ｌ！１

｜，９５，１や

③ 担当課丿　子育てゆめるん課 ・学校教育課
｜　　　　　　　　　　．

直接体験や感動体験を通して、 自立に向かう姿の育成、豊かな感性を育て伝え合う力を善う
ＩＩ又組を行った。

【成果】　 身亟な自然に直接触れて季節の変化ににじた 自然に触れる体験を重ねてきた。
その 時な の幼 ｀孔の表情やつぶやき を丁 寧に受け止め 、Ｒ味に 寄り ほっ てい くこ とで 、き 、Ｊｔ５、
匂い、感触などを豊かに表現できた。絵や文字、 言葉や表３１遊びでぶいを伝える場を広げて
いくる程 は、 個性を発揮しなが ら友達同 士で認め 合う 場となっ た。 さら に地域の 方の 優し さに

も触れ、 自分達が住むまち の良 さを 大い に感 じ１１又 った。

【課題】　 様４な体験活動は、どういう学びがあるのか見通しを持ちながら、 幼児の行動や
興味を観察し、一人一人の発達状況や個性に応じた援助を行う教師の意識が大切である。
また、幼｀孔が興味に向かってじっくりなり組むことが皀来る時間の保障が必要である。

２１

直接体験 ・感動体験
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【重点目 標】

①　 小学校への空鶚設備の整備をま施する。

②　 子どもたちが９全で安らなき校生丿呂をきれるように、小 ・［へコき校Ｓａのほ修・をｆｉ
－

つ。

ｔ弧目４１ＪＩ目　 収）　　　　　　 をＭＬ＼　き肖Ｓお§Ｓ
｜

令ｉＤｊｉｉ 年度 は、 第４期工事と して 、湊 （７ 教室 ）・ ｜日 自演志タミ【】（ ６教室） ・｜ 日Ｅ原志 タｌ口（ ４教室）・

事業内容・　　 ■島（４教室）小学校４枝の整備を実施した。なお■た小学校については、 災害時の拠ぬ避
実施状ｊＲ等　　 難所であることから、 普通教室３室に加え、 災害対策室に指定されている家庭室についても

整備した。

【成 果】　 年間 を通 して快適な学習環境を 整え るこ とで 、Ｒ童や教員 の満 足度 と学習効果

成果 ・課題　　の『ａ』 上を実現できた。 これによ り、 児童の学力アップと教員のより効率的な授業展開が期待
ｊａび　　　　される。

今後の対丿芯 等　 【課題】　 適にＥな空調のＪｍ管 ＩＩの徹底により 、学習環境の保全と省エネに努める ｉヽ・が
ある。

冂ｌｌぬ 目標 ｇｉ目
ｉ，
１， －－ ・－ ・． ．． －　 ‥・

「

事業内容・

実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

② い目 当３、　 き育ＳＳＩ
・回　 ＪＩ　 ・・ 丶． －ｊ ｜－ ｜． ４　 ．． －． ｊ一 回－ －． Ｉｌ ｙ・ －　ｊ

令和Ｉ元年度、５淡中学校の天道等改修やＥ■中学校のプール解体等に加え、各小中学校
でのブロ ック塀改修等営繕工事を実施した。
また 、令 和２ 年度 に大規模改修予定 の松 帆・ ｜日 ａ淡 志知 ・賀 集小学校 の実施設計を 実施じ
た。

【成果】　 学校施設のぞ具合等を改善し、 より快適で安む・安兔な学校生ほの確保ができ
た。

【課題】　 高度経済成長期に集中整備された多くの小中学校施設が一斉に老朽化を迎え
てい るた め、 安を性の確保 と教 育環境改善を考慮 した 上で 、計画ＭＪに コス トの 平準 化を 回り

なが ら大規模改修を進めて 行く 必要 があ る。

２２



ｎ。 活力と生きがいをはぐくむ教育

基本方針１連帯社会の ：肖生、 家庭と地域の教育力の ［白］上

基本方針２体験をｌｌして学ぶ伝統文化の香り高いまちづくりの支援

Ｓ本方針３人権尊まの文化が根付くまちづくりの推進

基本方針４運動に親しみ体力の［ｉｌｉ］上をめざした生涯スポーツの推進

Ｓ本力１＋５ 社台数肖の１回４きとして９：ｙ資黔と実暝りｔ１４べ力の自九．・　 い　　 ｌリ‥‥＿－リ　 ｌｌ　 －Ｊ　ｉ

２３





【重点目標】

①　 家庭の教育力の向上を回るため、学習機会の提Ｍと子育て支援の充・を図る。

②　 「霓燉のおじさんおばさん｀篷ｔ」 等のネッ トワークづく りをＭＩＪＩ して、子育てＷａへ
の見守りや青少年の健全育成に努める。

③　 ｔｔりＭのａ帯京ほを高めるため、 異年Ｓや宍ｔ！！ｎ； とのかかわり を・ して、自生ｊｌ生や創・
性・ 社会性を育も体験活動、学校支援活動の充実を図る。

④　 ｎＥＲが幸福でｔかな生丿呂をまむことができる社乞を迴とするため、 年ｉｍ生ＳＵ、障が
い等を問わず、人ノマ が、 関むや適性等に応じてスポーツに参ｍすることができる環境
を整備する。

⑥　 「９寝・ 早ａき・ 朝ごはんＪＳＩや ［あいさつＳＩ］」をｔめる。

［き戀鬯や＿］

事業 ｒ大］容一

実施４犬・等

成果 ・課題
・び

今後の対応等！

①
．－７’・－・－－｀ ｗ…………ぷ ゝ・｀、 －・ ｊ・・７・’ －か １４１

子どもの望ましい学習習慣や生活習慣のお成に［ｉｌｉ］ けて、『南あわじっ子に確かな学力を！』
のリーフレットを配布し、 家庭での ｌｌ又組や学習について、 学校と家庭の連携を図った。

【成果】　 子どもの発達ほ階に竄、じた家庭学習の時間や方法、 生活習慣のお成に係る内
容や新しい学習指導要領、 生き抜く 力の育成について りーフレふノ トにまとめて家庭にＥ信し、
家庭教育への意識 の［白］ 上に なり 組む こと ができた。

【課題】　 保護者に対しては 、学習習慣や型恚習慣のお成が・ｙであ るこ とを継続して啓
発し 、リ ーフ レッ トの 内容をさ らに工夫 ・充実させていく必要がある。 また 、子どもが圭体自４］に
家庭学習になり組めるよう に、 学校と保護者がさらに連携して いく ことが大切である。

ｔ点目標亀目　①

事業 内容・
実施状況等

成果 ・課題
ｊ、び

今後の対応等

担当 課　　社会教育課

２４

就学前Ｒ童の保護者を対象に、 臨床心ミ士による 「各発達段階における子どもとの接し方」
についてｉｌ修会を開催した。

また 、連合ＰＴＡ事業として、 子育ての家庭の教育力 向上を図るため、 家庭教育講演会を開催
予定 していたが台風接近のため 、中止した。

【成 果】　 市内 小学校５校が １ミ ＩＪ ｍ。 就学前Ｒ童の保護者へ のＷ修会では 、各 癸１達覧階の
心の変化ヘの対処方法をＲ修し、心の悩み等をいち早く発見し、早期対応能力の向上につ
なげることができた。
また、臨床むミ士の派遣依頼を へ２ ｊｌ から １０ｊに行ったことにより 、各校からの派遣希望 日が
重な っても臨床心 ミｔ の派遣調整が ｉｌ 能となっ た。
家庭教育講演会は中止したが、 市連合ＰＴＡＲ修委員会が中心とな り、 企画準備を進め、役
員間の協力や連携などで、 ”きずな”づくりの醸成を回ることができた。

【課Ｍ】　 学校での教育相談 に関 する事業が充実してい るこ とも あり 、臨 床むミ士 による
研修会を実施する学校は少ない傾『白』 にある。 就学前児童の保護者を対象とした研修は実施
時期がほられているため、 ５１ き続き・ま口する時期を早める。
家庭教育講演会では、 子どもたちをおり 巻く現代社会の環境変化の激しさをすばやくとら え、
講演会の 目的と成果を明確にし 、連合ＰＴＡと協議、 連携しながら実施する必要がある。

禳４ｔｊぼまｒｌ

基本方針１連帯社会の再生、家庭と地域の教育力の『１１１上



こ重 弧目 標項 目Ｘ

｜
事業内容・

実施状況等

成果 ・課題
ぶ！び

今後の対応等

①③ 入担当課 Ｉ　 体育青少年課

ｔ域の方の協力を得て、異年齢による工作・ クッキング・楽器演奏・スポーツ等様４な体験プ
ログラム や交 流・ 遊び等を通し 、子 どもたち が安全で健やかに過ごせる よう に居 場ｒ衍を提供
した 。ま た、 国立 淡路青少年交流の 家の 協力 を得て遊びリ ンピ ック に参 加し 、普ほの 教室で

体験できないメニューを実施した。

【成 果】　 ｉ！！ｉ 淡ぷ タｉｌ］ とＥ原ぶ タミロ教 室で は、 ｌ！ ２回 開設を３ 回に 、ｉ 島教室で はＳ Ｉ回 開設
を２回にして、参加機会を増やした。湊・奈美教室では、 学童保育所との一体１１ａ営を実施
し、 新一 放課後子 どもプランの 推進を図 るこ とができ た。

ただ し、 新型コロ ナウ イルス感 染症 予防のた め、 ３ＪＩの 実施を４］止 した ため 、開 借１ 数は減少
して いる。

ｊ：ヒ　　　較
－一一一一一一一一一一一一一

総開 催数
－　　 ‥‥－－－

のべ参加人数

珊－成３０年度 令和え年度
一一 一‥　　 一一一一一－一一一一一一

３４ ８回
一一一一一一 一　 一一一一　 一一－－

５，０７０人

一一一一・

３０ ６回
－‥－‥一一一一

５，２００人

増減
一一‥一一

↓４２回
一一一一

↑１ ３０人

【課 題】　 事業 に対する補助金が毎年 削減されてい るた め、 事業拡大する ほど一般財源
の負担割合が大きくなる。 一方で、 アフタースクールの拡大を回るため、事業に参画するス
タッフの確保を継続して行う必要がある。

重ぬ 目ａｇｉ 目ｙ ①③

事業内容一

実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

担当 課　　 体育青少年課

保護者が労働等によって昼間家庭にいない小学生に対して、遊びや生活の場を集団保育と
して提供 し、 児童の健全育 成を 図る 目的 で、 市内 １３ 校【Ｘ（ 学校 内９ か所 、学童保育所専ｍ２

か所 、む民館 １か所、 私立こども園 内１ か所）で実施した。
また 、５ 淡志 加・ 三原 志知 小学校【Ｘについては 、湊 小へ の送Ｒ型学童保育を実施し 、未開

設校 【ＺＩの解消を図った。

【成果】　 を戮、者は兔体で平ｔタＪ ３２６人であり、 昨年度の平ねより３５大の増加となっている。
族働きの核家族世帯の増加が背景にあると児、わ れる。
学童保育 の生 活の 中に体験プロ グラムをなり 入れ 、異年齢の児童が共同 作業 や学び合 う機

会を創ｉ した こと で、 子どもたちの 生き 生き した姿等が見 られた。
西淡志知 ・Ｅ原志知小の送ｇ型学童保育について は、 今年度の 禾ＩＪｍ者はなかった。

【戮ミ】　 支援 員が子どもたちに寄り 添い一緒にる ごす時囑を設 けてな場ほにする 心きが
ある 。ま た、 ち＼き続き体験プ ログラム をＩＩ又 り入 れ、 見守 りに加え 、楽 しく 学べ る放課後事業を
計画する 。多様な子ども達 に対にす る支援員 の知 識を善う ため の人材育 成も必要であ る。

２５



χｔを目 歇電目！　ＣＤ（３）
・　　　　　　　　　　｜

事業 内容・

実施状Ｓ等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

担当課！　体育青少年課
Ｘ　　　　　 Ｉ　　　　　 －ｌ ｊ　ｌ

放課後の 時間 にお いて 、子 ども が自 ら考え主体的 に行 動し 、判 断できる 力やコミ ュニケー ショ

ン能 力の ［ｉｌｉ］上 、郷土愛豊かで郷土を 誇り にＳ う心 を育 てる こと を目 的にアフ タースクール
（新 ・放課後子ども総合プラン一体型事業）を実施している。
放課後 孔`童クラブ・ 放課後子ども教室の一体ｔ事業を推進し、各種体験プログラムをなり入
れ、 より価値の高い学びの場としながら、自 包なき「ＨＩの中で子どもたち 自身が責任をもって
選択し、 自ら学びたいものに集中できるような環境づくりを行い、 地域の人材をほＪｉしなが
ら、 学ぶ楽しさに触れ、また学ぶ楽しさを感じることができる居場所としてアフタースクール事
業になり組む。

【成果】　 令和え年度は八木学童保育ｆりｉをアフタースクールのモデル教室として着手し、
学童保育児童のみならず、 その他の｀孔童も参加して、工作や体育館遊びに加え、プログラミ
ングやダンスなど継続した体験プログラムを実施し、 従来と変化をした放課後のきごし方を
提供できた。
また、非営禾Ｉ」 特定ま人に委託し、アフタースクールスタッフの育成やプログラムのｊｔ掘、Ｊ営
支援 に入って いた だき 、下地づ くり に努 めた。

【課題】　 他のｔ域へのなり組みの拡大や放課後における１様なきごし方を提供するた
めに は、 より 多く の覽域住 民の参画を求めた い。 その ため にも 、ア フタ ース クー ルを認知 して

もら うな組が必要である。
また、１様な尭私に対１むできるスタッフの育成のため、 Ｒ修の楼台を多く設ける必きがある。

沖や目回）‥ １ヅ １… ……イキぞぞ宍きＦ
事業内容・
実施状豕等

成果 ・課題
Ｒび　　ｉ

‘年 後の 対１芯等 ＼、
＼

｜

市内の子ども達を対象に、 地域の多様な経験や技能を持つ人材等の協力により、 長期休暇
に体験プログラムを計画・実施した。

【成果】　 長期休暇ならではの野外プログラムや体験学習、 継続的なプロ グラムを実施す
ることで、子どもたちに経験の場を提供し世代間交流を促すことができた。
平成３０年度 まで は、 放課後子 ども教室の開催地域を対象 としていたが 、令和九年度 は市内

全校 ＩＺ の！Ｅｉ！童を対象と して 、よ り多 くの 児童 にサマースク ールへの 参加機会を設 けた。

〔参加人数〕
サマースクールＩＮ沼 島　　　　　　　　　　　　　 ３０人
サマースクールキャンプＩＮ青少年交流の家　　　　１９人

やまの学園　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０人（前半）２７人 （後半）
サマーチャレンジ （５教室）　　　　　　　　　　 １１ ７人

【課題】　 夏休み事業については参加希望者が１く、また中央む民館のわんぱく塾と重複
する活動もあるため、 事業の整ｌｌが必要である。

２６



ＢａＧ塾 ・サマースクール ＩＮ 沼島

クッ キング・ 放課後子ども教室

ｔ弧目標亀目　②

事業 内容・
実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

才目 ｉＳ Ｉ　Ｗダ｀年育成センター

そうめん流し ・やまの学園

遊び リン ピッ ク・ 放課後子 ども教室

子どもたちの健を 育成事業を各種回 体長 、関 係機関が集ま り。 青少年問 ａ協議会を設 １：。
南あわじ子育てネットワーク推進協議会と族に青少年健包。育成市Ｒ会議を囑催した。
また 、街頭補導活動の 充実 、「 地域のお じさ ん・ おばさん」動 」の 推進 、学校・ 地域 ・関 係機関

との連携強化を図る活動を展開 した。
南あわじ市スマホ・ネット推進委員会を開催し、 市内小中学校のをＲ童生徒に南あわじ市ス
マホルール等の啓発リーフレットをＥ布した。

【成果】　 非行を未然に防ぐため、年緊を通して青少年補導委員による一斉街９補導ｊｉ動
や地域の おじ さん おばさん運動等を継続 して いる 中で 、青 少年を有害な環境 から 守り 、非行

化を未然に猫止するものとなっている。

（｜ ）市民会議参力口者　　 約１ ３５人
（２）補導委 員ｊき動

・活動回数　　　　　　 へ３６回

・活動延べ人数　　　　 ６００人

【課 題】　 インターネッ トの １ミ ｌｊ ｍに 関して青少年 をｍ罪か ら未然に防ぐため 、ネ ット ｉミ１」 ・の
た険性や家庭 内でのルール作り など必要な情報を提供 して きた が、 や後 さら に緊係機 関一回
体等と情報の族有、連携を回りながら、 よりエ５妙になるｍ罪の手口から子どもを守っていくた
め、 適切 な禾ｌ］ ｍの 啓発活動を展 開し 、周 知を 図る こと が必要と なっ てい る。

２７
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ドｌぬ目 ４１ １１ 日｜ （３）
ｌ， ‥．

ｊｉ 担当課　　体育青少年課 ・中 央む民館

事業内容・
実施状況等

成果 ・課題
及び

今後の対応等

青少年教育の一環として、 アウトドア活動を主にした様４な体験ほ動を通じ、ｔｔｔ！域の教育力
『氛上と青少年の ｉｌ 能性を広 げる事業を展 開し た。

【成果】　　 Ｂ　８，Ｇ海洋教室においては、台Ｘなどで中止もあったが、 高校生や大学生もボ
ランティア指導者として関わってもらい、ＢＧ塾や沼島サマーキャンプなど５日 間開催し１４６大
の児童が参加した。また自然学校や修学旅行などの様４な団体を１ ３日 間４０９人を受け入れ
た。 そのｑ＝ｌでも６か所のぴｉ！童養護施設の子どもたち１ ０２人や障がいのある子どもと保護者４０
大を対象としたプログラムを実施した。 普ほ体験する機会の少ない海洋性レクリエーションを
体験することで子どもたちの生体性やコミュニケーション能力を育むことに寄与した。
わん ぱく 塾事 業で は、 夏休み期 間や冬休みな どの 長期休暇 に講座を開設 し、 合計 １７ 事業 ３４
講座を実施し、ＲべＵ８６１の参加者をｇえた。 複数講座への受講生を除いた実参加者も
７７２４５となり、市内の小学校におけるを・童の３３９１が参加し開催を楽しみにしている事業へ
と発展している。 わんぱく塾ではあえて大人数で行う事業を増やしている。 ２００４５な上が集
まったナイトウォークのほか． Ｄ－ １グランプリ やデイキャンプ、 南の氈探検などでは目 一杯
大勢の子どもを参加させることによ り、 集日］での自 １：性の確ｉ：といった能力を伸ばす目 白そ】も
兼ね備えている。
また、受益者負担の軽減を考慮して、民間事業との協力を実施した り、 地場産業の振興や防
災教育などにも取り組んでいる。
安全・へのＥ慮からスタッフの確保が課題となっていたが、ボーイスカウト活動助成を実施
する中で、アウトドアｊｉ動の経験豊富なスカウト指導者に積極白４］ に指導員として協力してｍ
ける関係になったほか、ａ職した教職員 や！ｌ職の教職員のほか高校生のボランティアによる
協力 も受 けて 、事 業を支え るスタッフの確保に努めて いる。

【課題】　 放課後子ども教室や土曜チャレンジ事業等と重なる部分も１く、新しく始められ
たサ マースクール事業 の拡 充も あっ て、 特に ＪＩ休みなど は参加者のな り合 いになっ てい る。
・４・後は、 わんぱく塾事業の整ｌｌも考えなければならない。

まぬ 目ａｌ・ 目　 ④　　　　　　　１日当ａ　　イ本育青タ年ほ

＝　 市民スポーツの核となる社会体育施設・学校体育施設を市民に開放し、 市民にスポーツ活

ｊぞご。　　ｙ、　稙］の・をｍ祖することでスポーツ■■のｊが生４ヒを回ることができている。 施ａのｌｌ湊・備に慰　 ついては、賀集スポーツセンター体育館の蕉漏り修繕工事や回万スポーツセンタークラウン
Ｅヨだ施状・ ｌｉ＝　　 ドの記録室撤去等工事 、文化体育館トレーニングルームの空調設備；ａび排煙装置の改修工

事等を実施した。

成果 ・課題
八び

今後の対応等

【成果】　 施設 ・ａ備のき朽化に伴い、不戮合 一旆、障等がＳ生しているが、 緊急性の高い
案件からｊｌ回に計画白そＪに修繕を進めることができた。施設１ミ｜ｌｍ についても４１１Ｊｍ者数は安吏して
おり、地域住民にとって身近なスポーツの活動場所として提供することができた。

【課題】　 スポーツ施設の環境整備、 建物等の安全性の確保は１然のことながら、 人口減
少・ 少子４ヒ に関連し、長期的な視野に白ｌつたスポーツ施設の維持管ＪミＩ一 再編計画の整備が
急がれ、 市内 体育施設 の個 ５３ １ｊ 施設計画 を作 成した上 で具体的な検 討を重ね てい く必 Ｓがあ

る。

また、使用料 ・減免基準の見直しや財源確保も重要な課題と考えており 、南あわじ市におけ
る持続ｉｉｌ 能な市民 のスポーツ環境の構築を目 指す。

２８

市Ｓスポこーツの振Ｓ
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重点 目標項目

事業 内容・

実施状・等

成果 ・課題
ａび　　，

４ヽ後のＭＪ心４１

⑤
．　　　　　｜

ミ社！肖ま　　社会Ｓ肖ａ

連合ＰＴＡ事業として、市 内各小学校１ 年生の保護者を笂象に 、給食試食会を実施した。

【成果】　 保護者が実際に学校給食を食べるこ とに より 、１白魔ｔ消 、安をまむへのミ解を
深め るこ とができ 、家 庭での食生活を考える機会 とな った。
市内小学校１ ６校すべてで給食試食会を実施し、 ３４８４５の保護者が参加した。

【課題】　 今後も給食試食会を実施することで、食生ほについて考える機会を増やすととも
に、 ｔ域と学校との連携をさらに深め、 食育についてともに考えるｌｌ又組が必まである。

わんぱく塾： ディキャ ンプ

わん ぱく 塾： 寸イ トウ ォーク

わんぱく塾： 新春カルタ大会・ 新香書初め大会
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【重点目標】

①　 伝統ぶこ化の継承を支援し、子どもたちの伝統夕化への関むとｌｌ解を深めるとともに、
発表の機会を提供するよう努める。

②　 夕化財の保存とま化Ｓａの５呂用を回り 、加誠に密着 したき習 ・情報拠点と してのサー
ビス機能の向上に努める。

③　 市Ｅの生きがいづくり を５１１ａするため、 ライフステージに応じだき習機会のヂｔｊｌや、
学習成１宋１を生かすことができる機会、情報の提供などに努める。

１・ぬ目 ｍＪＩ目 ｜　①

事業 内容・

実施状況等

成果 ・課題
及び

今後の対応等

Ｘ　　　　　＼
Ｘ‥ ‥‥　‥　｜

担当課｜　社会教育課

淡路人お浄瑠璃をはじめとし、 市内で継承される伝統文化の保存伝承の支援・発表会など、
後継者育成に努め た。
また、淡路人お浄瑠璃体験教室事業補助金により、攷路人ち浄瑠璃を１くの｀孔童・生徒が
鑑賞できる機会を創ｉ した。

【成果】　 ま路人お浄瑠璃体験教室事業では、 １６ 回体 １， １０５１ のｌミ・１用 があ り、 淡路人Ｓ浄
瑠璃の魅力を発信できた。
子ども伝統芸能発表会では、今般の少子４ヒの中 、１ ２回体約３５０４５のｉ演があり、 ａｊ 演回体
数は減少となったものの、 ｉ演者数は昨年より約５０ ４５ 増加した。舞台丿営は、保存回体等
の指導者の協 力で行われる など 、郷土芸能への関 心が伺われる。

【課題】　 郷土芸能の保存伝承については 、小 ・中 学校等との連携を図り なが ら、 後継者
育成に取り組んでいるが、 社会体育や文｛ヒ活動への参加など多様４ヒ し、 減退傾『お』 にあると
ともに、 後継者手足一 指導者手足といった課題をかかえる 目］ 体が増加している。伝統芸能の
保存伝承活動のためには、 伝統芸能を体験できる事業を増やし、伝統芸能の魅力を周 ま口し
ていく必ｔがある。また、 保存回体「ＵＩの・流の場を作 り、 情報交換をする必Ｓがある。

・ぬ 目鶚亀目 ：　①

事業内容一
実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

｜

担ｉ課＝　社会教育課

１工戸時代に徳島藩圭、蜂須ＷＲの保護の下、南あわじ市を拠点として大いに繁栄した４５門
市村六之き座の諸道具一式をはじめ、圭として淡路人お浄瑠璃に関する資料等の収集 ・保
存と調査Ｍ究を目 的とし、 淡路人おをはじめとする郷土の伝統とズイヒについて、地域性Ｒの
ミ解と関心を深めるための学習、文化活動の場を提供した。また淡路島内外において淡路
人加浄瑠璃の観光 ＰＲ や市 内の 小中 学生への 啓発 にも役ｔＬて た。

【成果】　 来館者数５， ２１ ４人、回体見学５７組を数えた。展示や各種講座、解説・ 講演などを
通して、 淡路人お浄瑠璃の文化的価値を、広く地域住民や観光客に発信した。特に、 市内小
学校の課夕ｔ授業で来館した・童に対し、攷路人お浄瑠璃のＥ史等について解説した。
市内の小中学校でのコアカリキュラム実施に伴い頭の貸ｉしや教員対象の取り扱い説明会
を実施した。 また 、コアカリキュラムの講師として資料館の職員が皀［白］ き、 淡路人お浄瑠璃の
保存継承活動の啓発を行った。

【課題】　 資料を安をに保存 ・管ミするのための収蔵庫の燻蒸イ午業 や、 ｔ朽化したき気調
和機の更新、 ｍ漏り対策を早急に計回し、実施する必要がある。
淡路人お浄瑠璃の涯史Ｍ］な紹介だけではなく、 淡路人おまへの誘導、 人かた居鑑賞、さら
にはコアカリキュラムのより一層の充実に［ｉｌｉ］ けたｌｌ又組が必要である。大人から子供まで幅広
い年齢層 のミ解を 深め るた めの 展示 の工 夫が必要であ る。

３０

基本方針２体験を通して学ぶ伝統文化の香り高いまちづくりの支援



重弧目標項目

事業内容・
実施状況等

成果 ・課題
及び

今後の対１心 等ス

② 担芭課１　 社会教育課

芭館肖ｉ蔵の直原五青作品を中むにテーマごとの館蔵品展を３回行った。
「館蔵品展ｎ 」の会期キには、 一部作、Ｓの入替えを行い内容を充実させるとともに作品鑑賞
の機会を増やすことができた。 また、関連イベントとして、市Ｒと族Ｒでお茶会を開催１した。
Ｘ休みには、 市内小・ 中学校の！ＥＥ！ 童・生徒を員にチラシをＲ布し、親子で参加できる松帆銅
鐸ワ ーク ショ ップ事業を開催するな ど、 Ｅ史体験や文化活動を 行な える市民の施設と して 、ま

た観光と芸術文化振興 のための 施設 とし て運営を 行っ た。

【成 果】　 ５Ｊ目の お茶 会で は、 茶道裏千 家淡交会南あ わじ支部の協 力に より 、１ 日で １０ ４４５

の入館者をｇ える ことがｔ来た。
Ｒ休み期間中には、ミニチュア銅鐸や銅剣等を作るワークショップを４回開催し、を 日程で５７
もの参加があり、 弥生時イｔの淡路の人４の暮らしなどを解説を聞きながら体験してもらうこ
とができた。 実際のものに触れたり、作るという経験を通して、淡路氛の古社のＥ史につい
て、 家族で学べる機会を増やすことがｉ 来た。
ＶＲ （ヴァーチャルリ アリ ティ）については 、台数を４台 からフ台 に増設することに より 、複数の

グループで同 時に使ｍする こと がｉｌ能となった。

【課題】　 松帆銅鐸の展示が行われる令和２年度は降の特９ｊ展示室の展示方法について
は、 考古 ・ぼ 史資料の 展示 をは じめ 、郷土ゆ かり の作 家の 作品 展な ども 計回 し、 博物館施設
を総合的に活ｍしていくこ とを 目標に美術館の在 り方を検討してい く。
ＶＲ （ヴァーチャルリ アリ ティ ）の 映像の更新は今後も検討が必要であ る。

今後は、 新・コロナウイルスの感染予防のために、スペースを広くＩＩ又ることや消毒等に充分
に気を付けながら活ｍ していく ことが必要である。

松帆銅鐸鋳造体験

３１

勾玉づくり
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｜まぬ目 ｍ・ 目ｊ （２）
ｉ　　　 ‥‥ ‥‥　：

出目 当售
ｙ　 ヽり ヽ』　 ’Ｓ Ｉ－

社会教育課

事業内容・
実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対Ｊ芯等

｜… …………

指定文化財の保護
南あ わじ市文 化財保護審議会に意見を求 めな がら 、市 内に有する文 化財の保存一 管ＥＥｌａ

び伝承に努めた。
また、又４ヒ財保護のみに留まらず、文４ヒ財を活ｍし、 ：え ４ヒ財をｉｉして南あわじ市のぼ史を
１「」り 、郷土愛 の醸成を 回る事業 の実施を 行っ た。

【成果】　 市発・後、市内の指定 ・未指定文化財についての解説書が編集 一発行されてい
なかったため、市文化財保護審議会のもと調査研究し、平易な言葉づかいによる親しみやす
い内 容の 「南 あわ じ市 の文 化財 ＪＲ 子を作成する こと ができた。

指定 文化財や登録有お文化財に 関する市 民講座を実施 し、 南あ わじ市の 特色 ある 文化財を

紹介 する こと で、 郷土 愛を 育む こと ができた。

【課Ｍ】　 現在、市内には国 ・県 ・市指定文化財が７９件、 国登録ズイヒ財が１１ 件、 Ｅ回在検討
されてい る市指定候補 １１ 件と 多数の文化財が存在し 、今 後、 適ｉＥな保存管ミのた め、 よりき

め細かな状況把握に努 め、 計画 的な保存 ・管 ＪＩ対策 を講 じて いく 必要があ る。

松帆銅鐸の普ふ啓■八び情報発信はもとより、庁内各課と横き的に協力し、 市内に点在す
る淡路鳬日本遺産の構成ズイヒ財を有効ほ回し、 １くの人に魅力を■ける必要がある。

重ぬ目鶚瘴目　②

事業 内容・
実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

担当課｜　社会教育課

土ｌ蔵文化財の保護とむ開

①ｔｌ・ズイヒ只オ顎をについて
養宜地【Ｘ市道新設予定地の本発掘調査ほか３件の調査を実施し、 養宜地【Ｘ圃場整備
の本発掘調査については民間委託を行った。

②松叺銅鶚について
・『松帆銅鐸調査報告書Ｉ 』の編集 癸１行

・松帆銅鐸展示室 の整備
・調査ｇ究委員会の開催
・科学分析調査の実施

・市民講座の開催

③憖、育 一昔ｌ■むについて
・　 古イ犬淡路島フェスティバル等で、 勾ＥＥづくり 、ミニチュア銅鐸鋳造体験等のワークショ

ツプを開催し た。

・『九蔵遺跡 Ｉ』報告書の編集 ・ｊき行
・淡路氈日本遺産展と 癸ｌ 掘調査速報展を開催し た。

【成果】　 養宜ｔＥ市道新を予定地の本ｊｔ掘調査において、Ｊ ＩＩ の跡を掘削したところ。祭
ミに使ｍされた多量の土器が出 土した。
松帆銅鐸のこれまでの調査・Ｗ究の成果を『松帆銅鐸調を報告書Ｉ 』として編集・癸１回した。
古イ气淡路島フェスティバルでは、 鉄器鍛；台体験を淡路市に依頼し、 淡路島の「海のＲ」が伝
えた先進技術を感じられるような、 島を挙げてのフェスティバルとなった。
鋳造体験は、 松帆銅鐸を含め、 ５種にｔを増やし体験ワークショップを積極自そＪに実施し、 過＝缸
最高の４０６人が体験を行った。
また、市Ｒ講座では、 各地の銅鐸をテーマになりあげ、松帆銅鐸との違いを明らかにするこ
とで 、銅鐸への知 見を広げる事ができた。
淡路３市 が兵庫県 ：な 考古博物館と協力 して 、洲 本市立淡路文 化史料館 にお いて 、淡 路島日
本遺産展を開催した。 そのサテライト展示として。平成２９・ ３０年度の発掘調査の成果による
速報展を広ｍ 地［Ｚむ 民館ぶび淡路人お浄瑠璃資料館で開 催し 、養宜地 ［ｇ と国 衙地 【Ｚ の未

む開の発掘成果を市Ｒにむ開した。

【課ａ】　　 松帆銅鐸をはじめ市内出土のｔｌ蔵文化財を積極ｍこえｍ ・情報ｊｔ信 し、 郷土
の涯史文化遺産へ の関 心を高め市民 の郷土愛 の醸 成を 育ててい く必きが ある。

養宜地［Ｘをはじめとして、開発事業による発掘調査事業が増力口 している。このため、 業務を
民間業者へ委託するとともに現場を監督し、 調査精度の維持に努めなければならない。
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レｌぬ目 ａＪＩ目

事業内容一
実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対応等

担芭課ｉ　社会教育課
¶Ｉ Ｉ－　　 －　 －・ ・４　 －　 ・¶ ｜丶　 ．Ｉ　 回・ ．回｜

市Ｒが国内最高峰の演奏家によるクラシック音楽を鑑賞する機会として、第８回南あわじ音
楽祭を企画一 実施した。
会場では 、南あわじ市ｉ身の物ＩＩ学者で純ｉＥ調オルガンの発明者一 日ＥＩ中 ｊＥ 平博ｔの功績に
ついてパネル展示を行つた。

【成果】　 市Ｒが生の音楽に触れられる楼台を 加Ｊ ｉし、第８回南あわじ音楽祭を実施した。
この 度は 東京フィ ルハーモニー交響楽回 トップメンバーに加えて実 力派ソプラノ歌手 をｉｌえ、
本格的なオペラが楽しめるプロ グラムとなった。 入場者数は２ ９０人。 （前年度 １：ヒ較して 、中央
む民館から湊地【Ｘむ民館へ変更したため１ ２３ ４５ 減となった。】

【課題】 現在の音楽祭を実施している音楽によるまちづく り実行委員会 は、 その大半が設
・当 時のメンバーであ り、 新しい委員が加入していない。　１０回目 の音楽祭がーつの 【ｇ ９とな
るため、 それまでに次の担い手が必要である。

（２）　　　　　　ｔ目 当ｔ ＼・`、　社台き育ま
．　 １　 ．．　 、－ Ｉ． 、● 、・．・ ・、 ．Ｓ　 Ｎ・ｌｊ　Ｓ｀ ．゛ｊ゛　－｀ ゛｀　 ’ＩＷｊ°　９

市・回書館と３ＱＲ館回書室（ ｑコ 央一 広日ヨ・ 湊） のａ営では、 回書館協議会の２見をｊｉかし
ながら、 蔵書の充実や ４ミ ｌｊ ・者へのサービス 「ｉｌｉ」上 に努めている ．・ また 、次年度からの回書館
のあ り方 について検討した．

【成果】　 蔵書数３０９ ，１ ８９Ｒ、 図書館年Ｍ貸ｉ９数は・べ２０ ４， ２８ １９ 、貸 ｉ４ミｌｊＪＩ人数は延
べ５ １， ９７６人でほぼ前年なみであった． おはなし会やブックスタート事業を通じ、幼 ！Ｅｉ！ から若年
層へと幅広く読書に親しむ楼台を提供することができた． 回書館が市Ｒの生ＩＥ学習の場 ・交
流の場として機能している．

【課ａ】　 回書館サービスの根幹である蔵書の収集 ・保存・ 提供を充実するため． 市Ｒの
学習活動の支援や読書活１１に役まつ資料の収集 ．氛`書を検討し 、ｌｊｍ 者へのサービスが
低下 しな いように配慮する必要があ る．
また、カウンター業務において、よりきめ細やかな接遇の［ｓ］上を図りたい．

■　　　　 ■　　　 ・　　　　 ｌ　　 ＿． ．． Ｉ　 ・． ．ｊ　 ．　 ・Ｉ Ｉ　 Ｉ’ ・　 ・Ｓ ＩＩ 回－　 ｜－ ｄｊ ｌ　 ｉｊ ｇｇ　 ｊ・ ・・ ”Ｓ Ｉ’ Ｉ　 ’　 ．・　 ｜　 ｌｌ －１ ’｜　　 ｜　 ・　 ａ’ 回Ｉ　・

②
｜

担当課　　社会教育課
■■ ■　 Ｉ． 丶■　　　　　 ｊｌ ．ｌ ＩＩ

子どもの読書への意欲 ・関心をより高めるため、 各種読書ほ勤を実施した。

【成果】　 「お はな し会 」、 「ブック スタ ート 」、 回書館フェア の「 エイ午教室」 等を実施する ことに
より、多数の親子が図書館を訪れることができ、 本と触れ合う機会を提供できた。

【課Ｒ】　 本に親しむ環境に導くため に、 子どもたちを回書館に招き入れる仕組みイ午 り、創
意工夫が必要であ り、 ＰＯＰ等、独 自のアイデア、事業を検討していく必要がある。

３３
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：ｔ弧目 標ＪＩ目 ＼　③ 担当 課　　 中央む民館

事業 内容・

実施状況等

成果 ・課題
ぶび

今後の対応等

南あわじ市文化協会を中心とした市民の文化活動に助成を行うとともに、各種文化回体の運
営等 、そ のほ動を支援 した。

【成果】　 文化協会の連携による、ふれあい文化芸能祭を中心に、各ｔ区むＲ館などが実
施する文化祭など、多くの市内住民が参画する機会を提供することができた。

【課Ｕ】　 ズイヒ協会の組織の若返りと体制強化を推進する心要がある。

ｔ点目覆氛目　③ 担当課　　 中央む民館

事業内容 ・　 ｜　中央むＲ館において、 教養・健康一 実・ ・子ども「氛け等の講座を前期２３講座、後期４講座を
実施状況等　　 実施した。

【成果】　 各むＲ館での独自 性のある講座開催によ り、 多様化した学習内容の学習機会を
提供することができた。また、 ２１ 地【ｚ１ に設置している地［ｘむ民館と連携し、 芸術文化の振興

成果 ・課題
八び

今後の対に等

を図ることができた。

【課題】　 ＱＫ館職員の減少と所管事務の増大や事業関係予算の縮減によ り、 従来どお
りの講座ａ営が難しく 、事業の縮小が進んでいる 。今後は住Ｋのニーズをほみ１１又 つた講座
の中でも、蓖`営が簡単な講座や回数等を精査し、実施する必Ｒがある。
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作重点目 標項目
ｔ

ｙ

事業 内容・

実施状滾等

成果 ・課題
及び

今後の対応等

③
｜

担当 課　　 体育青少年課

映画制作を通して、子どもたちの協調性や責任感を養い精神Ｍ］な成長を望むとともに、 「子
どもたちのむに内視鏡を入れよう」 というコンセプトのもと、 小・ 中・高校生を対象にテーマを・
設け て、 ３分間の 映像作品 をコ ンテストする。
また、アジア １５力【∃ｉ】ｔ域の参加者と国内の子ども達との交流の機会として、 前夜祭やアフ
ターパーティを開催した。
当映画祭は、 平成２７年度から平成３０年度までｊヒ海道ｊヒ見市で開催されていたが、 令和え年
度から南あわじ市に６１き継がれ、 １２ ＪＩ フ日 に南あわじ市文化体育館において、 本選大会とし
て第 １３ 回アジア 国際子ども映画祭 ＩＮ南あ わじ市が開催された。

また 、９ Ｊ１ ２８ 日に関５ ・回 国ブ ロッ ク大会が南あわじ市において開 催された。

【成果】　 令和九年度のテーマは「迷惑をかけることとは７ ～自分だけが良ければいい
か７ 人の ことも考えてあげられるか ７～」
子ども達が作った映像審査Ｒび本選大会受賞攷にｉきるまでの協議や意見交換をａじて、子
ども達の むの 声に耳を傾け るきわめ て有意義な機会と なっ た。
また、本選大会に参力口した国内の子ども達は、 アジア各国・地域の子ども達と交流を図ること
で友好を深めるとともに、 国際的な視野・他国の文化を知る貴重な経験ができた。

一本選大会参加人数　 ７００人
（【１１ヌ９ ６１ １、 海外 １２ ８１ 、一 般２ ７０ １、 協賛 ・来 Ｗ・ 関係 者２ ４１ ４５】

・応 募作 品数　　　 ４７ ０作 品（ １４ １作 ｉＳ 、海 外３ ２９ 作品）
・本選ノミネート数　　 ６９作品 （国 内２４作 品、 海外４５作品）

【課題】　 子どもだけで映像作、Ｓを制搾するという関わりが難しい事業であるが、青少年の
育成に寄与することをま点に置いた事業として、 ｌ際交流の機会を重視した行事を計画する
ことと、 南あわじ市の魅力がむに残り再び訪れてもらえる事業として計画をする。

１１

Ｅ． まぬ目ａｇｉ 目　 （３）
Ｓ… ……………………　　 Ｉ　 、‥

事業 内容一

実施４犬況等

成果 ・課題
八び

今後の対ぷ等

ｔｔ目自乗　　中央むＲＳ
ｉ‥ ．． ．、 一二 ：｀ ’こ ー－ －． １　 ５． ．’ －４．： －． ．． Ｊ　 ’５ ．１ ．１ ’・ ２… …… ……………ｉ ｊ　 ．｜

南あわじ市在住で６０歳は上の方を対象に、 豊かなき後生ほと個人の学習意欲を高めるとと
もに、相互の親ほを回り、 さらにはｔ域での指導者として、生きがいのある生ほ基盤を構築
できる手助けとなるこ とを 目的とする事業である。

【成果】　 一般教養講盲－の充実と併せて、クラブｊｌ動にも力を入れた結果、健康クラブぶび
ふるさと探訪クラブの参加者が徐４に増え、 全体の受講生数は１８０１ と前年より減少する中
で、 うずしお学園を亟じて中央むＲ館へ■を∃ｉぶ受講生数は増加した。また、 一般教養講座
な外にも特別講座として高齢者向けらく らくスマホ講座などＳ望に基づき開催した。

【課題】　 社会参力口を行いＳ！役で活躍する高齢者が増えたことで、高齢者大学の新規受講
生や 、特 に若 年高齢者削が ダヽ なく なり 、平 ｊＳ１年齢も ７８ 歳を超え るま でになっ た。 そう なる と中

央む 民館まで通学する 交通手段 に窮 する 受講生が増え てき た。

３５

高齢者大学うずしお学園

アジア国際子ども映画祭（本選大会、関西・ 回国ブロ ック大会ｌ）



【重点目 標】

①　 さまざまな人が、
権問題に気づき、

ともに生きることのできるまちづく りに向け、地域にある身近な人
ｍしい§Ｓ識を追 い、 主イ本的な行動を促す人権学習 を進める。

②　 一人一人のイＨ生か大切にされ、人キｔ尊■のズイヒ に満ちた社乞の創刪こＳめる。

ｔ弧目標亀目　①

事業内容・
実施状況等

成果 ・課題
・び

今後の対応等

括！当Ｓ ＼　社会き育ａ

人と 人と がＺ かくふれあい 、つなが りの 輪を広め るこ とを 目的 に、 ８ＪＩは 人権文化 をすすめる

県民運動 推進強調 ＪＩ 間、 ２ＪＩは 人権週間 に合わせ 、人 権フェスティ バルを開催し 、啓発活動

を推進した。

【成果】　 ８ｊｌの人権文化をすすめる県Ｒａ動推進強調ＪＩ間にあわせて、 じんけんサマー
フェスティバ ルを開催 し、 落語家の桂文 喬さんを講師 に招 き講演会 や落語な どを 開催 した。
また １２ ＪＩ の人権週 ＦＢＩ中 のフェスティバルでは人権作文の表彰ｉｔと イｔ表者による朗読で、子
どもたち が自 分の 生活をしっか りと ｊｌ つめ 、体験をａして感 じた ことを表 ＥＩ した作文 の「ヌｌ容

を、 大人 も聞 くこ とに より 、１様な 人権文化を学ぶ好機と なっ た。
幅広い年齢層向けで啓発を実施したこともあり、 サマーフェスティバルでは約３５０人、 １２ＪＩの
フェスティバルで は約 ３００大 の参加があり 、人権意識が広く浸透 した。

【課題】　 人権尊重の：タ： イヒが根４才くまちづくりを推進するためには、 継続的な啓Ｓ事業が
必要であ る。 フェスティバルは 、身近な話題で人権課題に 向き 合え るように 工夫 し、 一定 の成
■を肖ているＪｉ ｉｊ 、前ｇｌｌ踏襲のＲ祖となっており、参加者が減ダヽしている。や後は、実行■
員会 の運営方法やフェスティバルの 総合 的な見直 しが必ま であ る。
人権が身近な課題であり、 意識せずとも 日常の行動において自然なＳであらわれるよう啓発
活動を行う。

人権フェ ステ ィバル

３６

ｙ
χ
　

ヘ
　

ー
ヽ

ノベ〃
き・こ

ｊ，

Ｆ，ｌ；ぷま９ｌｇｎ



ｊＩ　　　　　　　　　Ｉ

ｌ・ぬ目 ・ＪＩ目 ｜（２）
Ｓ　　　　　　　　　Ｉ

事業内容・
実施状況等

成果 ・課題
八び

今後の対ぷ等

八目ｔＳ＼　社会Ｓ肖ほ
゛：　　　　　 ｜　　 ‥　　‥

（１ ）地 【ＺＩＳ ｌｊ 人権学習会

身近な生活の場において、 解決すべき人権課題があることに気づき、部落差９ｊをはじめと
した あらゆる人権問ａの解決に 『；ｉ』 けた学習ほ動を実施した。

（２）人権学習講座　　　　　　　　　　　　　　　　’
差Ｓり解 消三法の施行 によ り、 教育 ・啓発が地方 む共 団体 の責務と なっ てい るこ とか ら、
法律の内容を加り、私たちにできることを考える講座や情報化社会によりＳＮＳへの投稿
が容 易になり 、人権侵害の被害者に も力口害 者に もな らな いた めの講座を実施し た。

【成果】　 人権問題が１様４ヒ、 複雑化しているＥｌｆｔ社会において、 人権に関するｉＥしい理
解と認識を深めるために、 身近な人権課題に気づくことから始めるＲ子「気づきタウン」を作
成し、「気づこう ！まなぼう！ ともに歩こう ！」をスローガンに人権学習会を実施した。
ｌｔ！！ ＩＺ ＳＩ』学習会では、本年度は、 「子どもの人権」を：ｌ点テーマとして、ＤＶＤｒ・が、 いるから」
を活 Ｊ１１し 、！ ｉｉ！童虐待の現状や課題への 認識を深めた 。ま た、 須磨 の教師に よる いじめなど話
題になった実例や日常生活での４近な課題をおり上げ、市｜大１１ ２ｔＩＺで学習会を実施した。
差ｙｌｌｊ解 消Ｅまの 施行 や、 急激な情報４ ヒ社会の 進｛ ヒに よる 新たな課題になり 組むため に、市
職員研修をはじめとする人権研修会を実施し、法律のミ解やｓＮｓの差別事象の３１状をＩＩ
解し、対応の必要性を学んだ。

【課題】　 市Ｒの意識の中には、 依然として人権学習は難しい、 Ｓ苦しいといったｔ識があ
る。 人権９修会においては、市民に身近な話題を提供し、 自分たちに何ができ来るかを考
え、 行動を促すことが必要である。
インターネッ トの 急速な進展に より 、差別が拡大 して いる 現状 であ るた め、 幅広 い年齢層の

９修を継続的に実施しなければならない。

。Ｆぎ２ｙ

企業人権研修

３７

人権啓発懸ミ．幕
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①

②

【重点目 標】

気軽にスポーツを楽しめるよう環境整備に努めるとともに、地域に根付く多４なス
ポーツ活道の推進を図る。

優れたスポーツイベン トに触れる機会を提供 し、 住Ｅに夢と感動を与え、スポーツへ
の関めを高め、社会に５呂力を生み・し、住回生活に広く寄与する。

③　 豊かなスポーツライフを実ｍし、体力の向上と寛域コ ミュニテ ィづくり にＳかす。

［ぞや９り
１

事業 内容・

実施状況等

成果 ・課題
及び

今後の対応等

①② 担当課
－
Ｌ 体育青少年課
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令和え年度より近畿高等学校駅伝競走大会が南あわじ市内で開催され、 近畿各府県より１
女各 ４０チー ム、 約８ ００ ４５ の選 手・ 関係者が参加 した 。本 大会 はお のこ ろ島神社をス ター ト、Ｅ

原中 学校 をフィニ ッシ ュとする コースで 、６ 年間 開催される予 定で ある 。開催県 から の出 場１０
チームのうち 、淡路氈枠として必ず １チームは皀場できる こととなって いる。

【成果】　 島夕ｔから多くの選手を始めとした関係者が来島されたことによる宿泊者数の増
加等、市の経済活性化に寄与した。 また、市民にとって駅伝に間近で触れる機会となり、島
自高校のｉ場枠も設けられていることから、 市ｒ大］ の高校生、中学生にとって大きな目 標を
もって卸活動に励むことができてい る。

【課 題】　 駅伝コースが市内 中心部を 通っ ているこ とか ら、 関係する住民 、事業所 に対 して
大会開催八びｉ！行規制の周タミロを徹底し、Ｗ解を得なければならない。 大会が単年開催では
なく、６年間開催されることから、 地えのミ解、 協力が成功に向けて必要ぞｉｌ欠となる。兵庫
県高等学校体育連盟、 淡路陸上競技協会と連携を図りながら、 安心安全な大会運営を目指
していく。

＼ｔｔ目 ４１ ＪＪｉ目 、①②③　　　１才目当 戮、 ｜　イ本育青夕年ま

事業内容・

実施状況等

成果 ・課題
Ｒび

今後の対に等

南あわじ市体育協会主催事業として体力ｌｑ定会やランニングフェスティバルを始め、市との
共催でオリンピック・ パラリンピック推進を 目的としたスポーツ体験会を実施した。 各種目協会
圭管大会１４回、 ｔＥ圭管事業１９回を開催。生ミスポーツ社会の実Ｅ肌、 健康保持、体力維持
に繋 がるま動 の意識づ けや啓ｊきを 目ＭＪと した事業 を実施し た。

【成果】　 体力測定会には１ ３０４５ が、 ランニングフェスティバルには５６２も が参加した。 また
スポーツ体験会には１ ５０もが参加 し、 市民のスポーツ等への関むは高くなっている。種 目協
会や地【Ｚ事業をきじ、スポーツの普ぶほ動や青夕年育成にも積極Ｍになり組めた。

【課題】　 市民の健康増進やスポーツへのミ解と関心を広める必Ｓと、東京五輪に向けて
市と協力 しな がら市民へのスポーツ普八 に力 を入れて いく 必要があ る。 各種 目協会や 地【ｌ
の声を密に拾い上げ、 効率ＭＪな事業の実施に努めたい。 また、事務の効率化を目指しＪ営
方まの改善についても検討した い。
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重弧目標項目

ｌ

事業 内容・

実施状ぷ！等

成果 ・課題
及び

今後の対応等

①③ 担当課 体育青少年課

千成 ２５年度 から ５年 愾の 指定 管ミを終 了し 、５ １き続き ３０年度 から （株）エ ヌ・ エス ・ア イを指定
管ミ者と して Ｘ営委託 して いる 。水 １永 を通 して の市Ｒの 体力 ［白］上 、健康促進を 図っ た。 自生

事業 とし て幼 ・か ら大 人までの 水１永教室を実施 し、 競技 力［白］ 上に も力 を入れ兔。国 大会 け１場
者も輩ｉしている。また循環ろａ機操作弁のｊｌ又替工事、ピートポンプ２水棲ま新工事等を実
施した。

【成 果】　 建設 から ２５ 年な上経るし 、施設八び設備がｔ朽 化し ている中 、ピ ートポンプ２水
機更新工事等 の各種更新工事を実施 した こと で、 安む 、安 全な施設づく りを 目指すこ とがで

きた。

【課Ｍ】　 ｔ朽化が進む中、 電気系統、ピートポンプａ水機器においてはＭ次更新工事を
進め てい るが 、天 井のｍ漏 りに ついても 、施設全体に発生 して おり 、令 和２ 年度 に防水工事
を実施する予定である。また、 Ｊ営方法に工夫を凝らして、１ミ１Ｊｍ者数増に繋げていくことを期
待したい。
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【重点目 標】

①　 さまざまなＢ］大のＺ・や社会の要請にＳえるＷｒ¶１白！］ｍ・きの育攷にＭめる。

②　 学校 ・家蜃。・加域の連携を支える指導きの育ほやネ ット ワークづくり をまめ、 加だの
教育力の向上に努める。

｜

③　 加Ｍにおいてスポーツを推まする中から優れた選手、 指導者を育み、その選手、 指導
者が地域におけるスポーツの推進に寄与するとい う好循環を創・する。

Ｘや目ａＪＪｉ目 ｜　①
回・ －４ ・｜ 回門 ．・　 Ｑ９ ’｀ ｋ　 Ｊ． －　 －、 ．ｊ ｊ　 ｆ．　 ．「 ・　・

事業 内容・

実施状況等

成果 ・課題
ぶび

今後のガに等
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課
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ｉ
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担
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社会教育課・ 体育青少年課
ｆ　 ・，Ｓ－り・．４，’４　 －・り．・；一一 一ｊｙ－ｌ－こ・ｌ　 ，； ，・３ｉ……ａｄ・・「ｉ ｌｊ ・・ａ回 ｌｋ ………・ ，ｉ・－ ４．’ご ，－・’．－ ，ざダニｙ－Ｉ．いｊ－・ －，ＩＩ

市ｒメ９ に指導者としての資質を有する人材を発掘し、指導の機会などを提供すると同時に、指
導者交流の機会な どを 通じ て、 人材の育成や資質 の「ｉｌｉ」 上に努め た。

【成果】　 ＱＲ館講座、 ら統芸能保存伝承、放課後子ども教室、 アフタースクール等、 生ＩＥ
学習の各分野で指導者として地域人材を活■ し、 教育活動に参画いただくことができた。

【課題】　 事務局は社会教育活動に参画できる人材を、 いつまでサポートし、 その先どう自
：なさせていくかを中長期白りに検討したのち事業を始める必Ｓがある。また、 継続事業はいつ
までサポートすべきか を検 討する必要がある。

トｔ弧目 標癢目Ｘ　②

事業 内容・
実施状ＩＲ等

成果 ・課題
Ｒび

今後の対Ｊ芯等

担Ｍｊ課 ：　 体育青少年課

学校と地域が一体となって子どもたちの成長を支えるため、地域住Ｒに学校支援ボランティ
アと して協力 をお願い し、 市内 小中 学校の各種授 業等 の運営を支援 して いる。

【成果】　 校外学習 （ｍＴ探検） のｇ ｌ率、校内マラソン大会の安全管ミ、小学１ 年生の下校時
の見 守り り｜ 率等 、児童の 安全 のた め、 校外 での 安を指導を支 援してき た。

また、家庭科授業では製作 （エプロン、 ナップザック等） 、調ミ実習補助を支援してきた。
ゲス トティーチャーと して 、ブライ ンドサッカー の体験授 業等を実施し た。

ボランティアの確保や活動を広く周 知することについて、 ボランティアが必Ｓな小学校区に募
集のチラシや活動状況のチラシをＥ布し活動内容の周知を図った。 その結果、千成３０年度
は２もの新規登録があった。

また 、活動回数は令和 ｊｔ年度 １１ ９回 であ り、 実施小中学校 は１ ６校であった。

【課題】　 モ； ｜き続き、各地域、校区で活動ｉｉｌ能な新たな地域ボランティアの確保に向けて、
活動を広く周知することが必要であるとともに、 市民交流センターと協力しながら地域と学校
が連携・ 協働する体制を構築していく必要がある。

４０

基本方針５社会教育の指導者としての資質と実践的指導力の向上
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実施状況等

成果 ・課題
，ａび

今後の対応等

南あわじ市の体育 ・スポーツの普八、推進八び競技力の向上を回るため、スポーツに関し優
秀な成果を収めた者若しくは団体又は体育・スポーツの健全な普ＲＲび発展に貢献した者
若し くは 回体にが してスポーツ 賞の 表彰を行 った。

【成 果】　 本市の体 育・ スポーツの普 ２１ 、推進に 著し く功 績を収めた者（功 労賞 ２名 ）、ス
ポーツ競技において優秀な成績を収めた者２１び回体（優秀選手賞１へ兔、 奨Ｍ賞１ ４名 ）、 合計
８７ １５ に授与した。

【課題】　 市ＩＪ；ｌスポーツ関係者などから の情報収集ができているが、島 夕１ヽや社会人として

ほ躍をし てい る方 の情報がゆな いた め、 より 多く の方 に周 ま口 でき るよ う関 ａ者 との 連携を強
化し、惰報収集の方まについて検討していく必要がある。
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ｍ。 教育環境の変化に対するミ組

教育委員の活動

へ。 毎月 、定例会議を開催 した。

２． 綜合教育会議を２ 回開催した。

３． 翳主催Ｍ修公等、 ５回の程修公に参加した。

４． 小学校９校、 中学校４校の学校訪問を実施した。

教育施設再編に向 けての取組

１ 小学校の統合に向けて、
を開催した。

該当校の教員やＰＴＡ代表の惣 ノマ らと ５同会議

教育環境の整備

【学校教育施設】

１． 小学校４廏（湊・ ｜日西淡が、［］ ・｜日三原志タミ［］ ・沼島） に空調設備設置工事
を実施した。

２． 校舎等営繕工事を実施 した。

・小学校　 阿万小学校ブロッ ク塀改修工事ほか　 １２件

・中学校　 西淡中学校改修工事ほか　 ８件

３． 小学校の校庭開放に伴い、 ３校 「倭文・ 榎ｙ。」・賀集） の遊具整備工事を
実施 した。

【社会教育施設】

１． 福良地ほむＥ館耐震補強大規模改修工事を実施中 （令和元～２年度）。

４２





ＩＶ．評価委ｊｌｉの意タ１，

学校教育について

南あわじ市教育に関する事務の点検刄、び禀価委員会委尚
前丿 目　 美津子
榎　本　 イラな　彦
宮　綺　典　弘

口　 中学校体験事業では、 ものづく り体験と して各分野のプロから直接指導
をそけ、 また、本格的指、交響楽回の演奏を鑑賞 した。ほんものに触れる
感動を氈で感 じ、 感そ性を養う非常にすばら しい事業である。　５１ き続き
実施 していただきたい。

□　 特別な支援を要する児童生徒への対応については、学校、 家庭、看護師
との連携をさらに強化するとともに、コーディネーターの役割が非常に
重要であるため、 各学校への配置について充実させて いく 必要があると
考え る。
また、通級指導を要する児童生徒が年ノマ増加する中、多旅｜Ｘ多様な対応が
求められる。 個ノマに応じた柔軟で手厚い指導にＲり 組まれた い。

□　 外国語活動支援員の派遣・ 英語教育の推進については、小学校で、担
任、 ＡＬ Ｔ、 ＳＴの３人体制による授業の実施が定着 しているが、 英語
学習がイ５年齢化する中、 楽しく英語に触れ、苦手意識を持つことなく中
学校へ移行していける授業づく りに取り組まれたい。

ロ　 コアカリ キュラム事業では、小中学校の９年間を通して、 毎年ループ
リッ ク評価を行い学習到達度を明確にしているが、「ほめる」 という肯
定的な評価を基本に、 児童に自信を持たせ、 子どもも教員も共に成長し
てい く事業と して今後も発展させていただきたい。

ロ　 ノＪ Ｘ学校体験事業は、地域性を生かして環境体験を行っ たり 、防災教育を
Ｒり 入れて実施してい る。 地域のメ リッ ト・ デメ リッ トを上手 く活用
し、 地域や環境について学ぶ大切な機会となっているため、今後も継続
して実施されたい。

口　 児童生徒の個に応じた多様な指導の充実を図る一方、 教員の対応も多種
多様にわたり、負担察こもつながっている。 イ本力白タ］精鶚白ｍ疲労を蓄牆
させないよう、教員の働き愬の合理化及び効率化を図られたい。
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□　 夢プロジ ェク ト事業は、著名なスポーツ ・文化人と交流する場とな って
いるが、 感化力のある人物に出会い、感動と幸せを得る機会が、子ども
たちの将来の・択肢を広げる契機となる重要な事業でもあるため、 瓱Ｉき
続き実施されたい。

□　 「特別の教科　道徳」が小中学校で全ａ実施されたが、 単に 「いい子」
であることを教師に見せることが強調される場とならないよう、人 ・ふ
るさとを大切に思 いミは生する人づくり を推進されたいｏ

□　 自然学校における防災教育の取組や防災教育の推進については、め災に
関する５ｋＤ識が不｀可欠な地域性であることから、 今後も率先して取り組ん
でいただき、 子どもたちの防災力の向上に努めていただきたい。また、
子ど もたちの意識向上が住Ｒの地域防災への気運の高まり につながるこ
とを期待 し、 地域防災との連携についても検討されたい。

□　 教職員に対する様ノマな研修が実施されているが、中堅Ｒび管理職教員と
若手教員とのギャ ップ解消のために、タミ［］識のＭ有や意識改革によ って融
和を図り 、貢質向上につながるよう、研修の見直 しと充実を図 られた
い。

□　 教育用コ ンピュータの運用は、 教員の業務負担を軽減するねらいがある
が、 軽減により得られた時間を自主研修、休憩、 子どもたちと向き合う
時間として活ｍできるよう、さ らなる充実を求める。

社会教育について
ー

－

口　 放課後児童健全育成事業（学童保育）は、共働き家庭が増加傾向にある
中、 非常に二 －ズが高い重Ｓな事業であ る。 アフ ター スク ール事業 との
連携を回り、 プログラムの充実をさらに進められたい。

ロ　 アフ ター スク ール事業 は、 様ノマな体験学習を回 り入れており 、子 どもた
ちが自分を表現でき、 充実した放ぽ後を過ごせる貴重な時闘となってい
る。 地域の応の理解・ 協力を得て、 市内全域への拡張を求める。

□　 青少年健全育成事業では、 参加体験型のわんぱく塾が口コミで広がり人
気である。大人数で行う事業を多数実施しており、集団での自立性の確
立と いっ たし っか りと した 目標を掲げて いる。
また、サマースクール事業でもＲ期休暇ならではの体験学習等が実施さ
れており、子どもたちに貴重な体験ができる機会を提供している。
両事業ともすばら しい事業であるが、内容が重複する部分については見
直し、精査したう えでさらに充実した事業になるよう期待する。

口　 文化財の保護については、 市の指定文化Ｍの集大成と して、夕化財保護
審議会のご尽力により、「南あわじ市の文化財」 冊子が発行された。市
内の特色ある文化財がＲり まとめて られてお りすばら しい。
滝Ｊ ＩＩ Ｒ勁、美術館 ］Ｋ青館につ いて は、 その存在 を裝］ら ない市Ｅの力もま
だまだい らっ しゃ ると思うので、さらなる晉西、啓発をしていただきた
い。

口　 図書館資料の充実については、 接客を丁寧に していただいている。 今後
も市Ｅに とっ て身近で利用 しやすい取組を展開していただきた い。
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